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〔
要
約
冒
天
宝
輪
以
前
に
於
け
る
唐
の
戸
口
統
計
は
租
税
台
帳
た
る
計
帳
に
よ
っ
て
行
は
れ
て
る
た
。
天
宝
元
年
の
統
計
を
地
区
別
に
検
べ
る
に
、
寓
裕

な
先
進
地
ほ
ど
戸
口
率
が
高
く
、
貧
窮
な
後
進
地
ほ
ど
戸
口
率
・
が
低
く
、
　
一
戸
の
平
均
が
一
・
二
口
の
州
さ
へ
あ
っ
て
、
計
帳
の
記
載
が
決
し
て
精
確
な
も

の
で
は
な
く
、
地
域
に
よ
っ
て
精
粗
の
甚
し
い
差
が
あ
っ
た
こ
と
を
餓
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
丁
口
を
対
象
と
し
て
均
額
に
課
せ
ら
れ
る
税
や
役
が
窟
裕
な
者

に
と
っ
て
は
軽
く
、
貧
窮
な
看
に
と
っ
て
は
重
い
の
で
、
貧
窮
な
州
ほ
ど
戸
や
丁
口
を
事
実
よ
り
少
く
し
て
計
帳
を
作
り
中
央
に
報
告
し
、
洋
字
も
此
れ
を

認
容
し
て
み
た
か
ら
で
あ
る
。
州
や
県
は
此
の
計
帳
と
は
別
に
更
に
事
実
に
近
い
霞
己
使
用
の
鋼
の
籍
帳
を
有
し
て
み
た
と
推
測
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
州
県

の
籍
帳
さ
へ
も
隠
田
や
戸
口
の
隠
匿
が
多
く
、
決
し
て
精
確
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
況
ん
や
計
帳
は
更
に
不
精
確
で
あ
り
、
従
っ
て
戸
口
統
計
の
数
的
精

確
さ
は
信
頼
出
来
だ
い
も
の
で
あ
る
。

緒

醤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
本
稿
は
先
に
発
表
し
た
拙
稿
「
天
宝
町
以
前
に
於
け
る
唐
の
戸
口
統
計
」

の
続
編
を
な
し
、
更
に
後
日
発
表
予
定
の
「
大
唐
鐵
観
十
三
年
の
戸
口
統
計

の
地
域
的
考
察
」
に
退
る
も
の
で
、
初
め
こ
れ
ら
を
一
括
し
て
稿
を
成
し
て

み
た
の
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
都
合
上
三
篇
に
分
つ
た
の
で
、
三
者
は
互
に
密

接
に
連
関
し
合
っ
て
居
り
、
此
の
点
予
め
諸
賢
の
御
諒
恕
を
繕
っ
て
お
く
。

尚
前
篇
発
表
よ
り
現
在
迄
約
二
年
を
経
過
し
、
そ
の
闘
の
再
考
覆
案
に
よ
っ

’i’t”v’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

て
卑
見
の
多
少
是
正
ぜ
ら
れ
た
部
分
も
無
く
は
な
い
。
若
し
本
稿
の
所
説
で

前
篇
の
所
論
と
吻
合
せ
ぬ
所
あ
ウ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
本
稿
の
所
説
を
以
て

前
篇
を
是
正
し
た
も
の
と
諒
承
ぜ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
新
旧
両
『
唐
書
』
の
地
理
志
に
依
れ
ば
、
唐
は
太
宗
の
爽
観
元
年

（
六
二
九
）
、
天
下
を
十
道
に
分
ち
、
降
っ
て
玄
宗
の
開
元
二
十
一
年

（
七
三
三
）
、
山
爾
・
江
南
両
道
を
そ
れ
ぞ
れ
東
西
に
分
っ
て
四
道
と

◎し
、
別
に
関
内
道
よ
り
京
畿
、
河
南
道
よ
り
都
畿
、
江
南
道
よ
り
欝
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中
の
三
道
を
分
置
し
、
都
合
十
五
道
と
し
た
。
府
州
県
の
総
数
は
頁

観
十
三
年
忌
六
三
九
）
の
定
事
の
際
に
三
五
八
府
州
・
一
五
五
一
県
、

開
元
二
十
八
年
（
七
四
〇
）
に
三
二
八
怪
説
・
一
五
七
三
県
を
計
へ

た
と
云
ふ
。
新
旧
両
志
に
は
各
府
州
毎
に
そ
の
戸
口
数
を
挙
げ
て
み

る
の
で
、
そ
れ
ら
の
府
州
別
戸
口
数
を
合
算
し
て
道
別
戸
口
数
を
出

し
、
そ
れ
に
基
い
て
戸
口
統
計
の
地
域
的
異
同
乃
至
特
色
を
或
る
程

度
迄
追
究
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
州
別
戸
口
数
は
前
後
二
回
分
の
調

査
が
掲
げ
ら
れ
て
居
り
、
前
圃
分
は
貞
観
十
三
年
の
も
の
と
推
断
せ

ら
れ
る
の
に
対
し
、
第
二
回
分
は
『
旧
唐
書
』
の
地
理
志
に
霊
宝
と

し
て
記
さ
れ
て
み
る
外
、
新
志
に
も
そ
の
勢
頭
の
熱
発
府
の
条
に
天

宝
元
年
の
も
の
な
り
と
明
記
せ
ら
れ
て
み
る
。
新
堅
雪
志
の
難
壁
別

戸
口
数
を
薄
月
対
比
す
る
に
、
大
部
分
は
殆
ん
ど
一
致
し
て
み
る
が
、

間
々
相
違
の
あ
る
竜
の
が
見
出
さ
れ
、
何
れ
か
一
方
に
誤
伝
数
字
を

含
ん
で
み
る
竜
の
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
又
所
伝
の
数
字
は
聖

意
が
完
全
に
一
致
し
て
み
な
が
ら
然
も
常
識
的
に
そ
の
ま
ま
信
じ
難

い
も
の
も
若
干
見
出
さ
れ
、
数
字
の
誤
伝
は
唐
書
作
成
以
前
か
ら
既

に
生
じ
て
み
た
も
の
の
あ
っ
た
こ
と
が
窺
は
れ
る
。
全
国
約
三
徳
州

の
中
か
ら
さ
う
し
た
誤
伝
の
疑
ひ
の
あ
る
も
の
を
引
出
せ
ば
可
成
り

の
数
と
な
る
様
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
緬
々
の
州
の
疑
ひ
を
解
く
手
掛

り
は
得
難
い
の
で
、
此
所
で
は
主
と
し
て
通
覧
に
便
利
な
記
述
体
裁

を
整
へ
て
る
る
新
志
の
数
に
従
っ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
か
う
し
た

若
干
の
誤
伝
数
字
の
混
入
は
交
字
通
り
に
正
確
な
資
料
の
作
成
を
妨

げ
て
は
居
る
が
、
多
数
の
州
を
包
括
す
る
広
大
な
道
地
域
の
客
体
か

ら
見
れ
ば
大
勢
を
探
る
参
考
資
料
の
成
立
を
も
不
可
能
と
す
る
程
の

も
の
で
は
な
い
。
更
に
三
資
余
州
の
中
に
は
戸
数
の
み
で
口
数
の
所

伝
の
な
い
も
の
、
戸
口
数
共
に
所
伝
の
な
い
も
の
も
可
成
り
あ
蟄
、

そ
れ
ら
の
多
く
は
天
窯
以
後
に
設
蟹
の
州
か
、
又
は
辺
僻
に
偏
し
た

小
溝
で
あ
る
が
、
か
う
し
た
州
は
所
伝
を
逸
し
た
も
の
よ
り
初
め
か

ら
伝
ふ
可
き
統
計
を
有
た
な
か
っ
た
も
の
が
多
か
っ
た
様
で
あ
る
。

戸
数
関
係
の
考
察
に
於
い
て
は
戸
数
の
み
の
州
を
も
活
用
し
な
け
れ

ば
な
・
り
ぬ
が
、
口
数
や
戸
口
率
等
の
考
察
に
於
い
て
は
役
立
て
得
早

く
竜
な
い
。
尚
面
倒
な
問
題
と
し
て
天
宝
元
年
当
時
は
存
在
し
て
み

て
統
計
戸
口
を
有
し
乍
ら
そ
の
善
導
差
せ
ら
れ
て
所
伝
数
字
を
失
っ

た
も
の
、
中
原
要
地
の
州
と
し
て
一
貫
存
続
し
乍
ら
統
計
数
字
を
失

っ
て
み
る
も
の
等
が
僅
‘
か
で
は
あ
る
が
雑
っ
て
み
て
、
統
計
の
精
確

な
作
成
を
妨
げ
て
み
る
。

　
道
下
の
州
数
・
州
名
は
新
旧
両
建
で
必
ず
し
も
一
致
し
て
み
な
い
。

新
志
で
は
劔
南
道
下
の
台
・
漁
二
州
が
旧
志
で
は
山
甫
西
道
下
に
置
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が
れ
、
又
逆
に
旧
志
に
劔
南
道
下
に
置
か
れ
て
み
る
閣
・
果
・
扶
・

文
四
州
が
新
志
に
山
南
西
道
下
に
お
か
れ
て
る
る
の
は
名
数
不
一
致

の
一
例
で
あ
る
。
此
れ
は
道
の
境
界
沿
ひ
の
州
が
時
に
所
属
を
変
更

せ
ら
れ
た
為
め
に
生
じ
た
喰
違
ひ
で
、
道
綱
そ
の
も
の
を
研
究
対
象

と
は
し
て
み
な
い
本
稿
で
は
、
か
う
し
た
場
合
す
べ
て
新
志
に
従
っ

て
統
一
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
州
数
の
不
一
致
は
此
の
様
な
道
へ

の
隷
属
関
係
の
変
更
に
よ
る
も
の
の
外
、
辺
境
諸
道
に
於
け
る
領
域

の
展
退
に
よ
る
も
の
も
あ
り
、
後
者
の
場
合
は
戸
口
数
の
所
伝
あ
る

も
の
は
悉
く
加
算
す
る
こ
と
と
す
る
。
更
に
州
下
諸
県
の
割
併
擾
還

の
問
題
も
正
し
く
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、
実
際

に
は
省
略
す
る
外
な
い
。

　
以
上
の
如
く
考
へ
る
と
、
天
宝
元
年
の
統
計
と
し
て
今
臼
に
伝
へ

ら
れ
る
州
別
戸
口
数
か
ら
算
出
し
た
道
別
戸
口
数
は
か
な
り
精
確
を

欠
く
も
の
と
な
る
が
、
他
に
正
誤
す
可
き
方
法
の
な
い
以
上
、
此
れ

を
活
用
し
て
一
こ
口
統
計
の
地
域
的
諸
闘
門
題
を
大
一
勢
的
に
把
へ
て
行
く

外
な
い
。
そ
し
て
此
の
こ
と
は
貞
観
十
三
年
の
統
計
に
就
い
て
も
略

六
同
様
で
あ
る
。

隔
、
戸
口
統
計
と
そ
の
時
代
的
背
景

　
上
述
の
方
針
に
従
っ
て
天
宝
元
年
の
細
別
統
計
戸
狂
逸
を
道
毎
に

合
計
し
、
道
別
戸
口
数
を
表
示
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。
此
の
回

天宝元年道別戸口数
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表
に
就
い
て
は
若
干
の
説
明
を
必
要
と
す
る
。
先
づ
第
一
に
、
京
畿
・

都
畿
は
行
政
的
に
見
れ
ば
紛
れ
も
な
く
独
立
の
一
道
で
、
関
内
・
河

南
等
に
対
立
し
て
み
た
が
、
地
域
的
に
は
関
内
・
河
南
の
道
域
内
に

包
括
せ
ら
れ
て
る
た
の
で
、
本
稿
に
於
い
て
は
京
畿
を
関
内
に
、
都

畿
を
河
南
に
一
括
し
て
考
察
す
る
の
が
妥
当
と
思
は
れ
、
よ
っ
て
両

畿
及
び
関
内
・
河
南
の
四
道
内
各
戸
口
数
は
枠
外
に
表
示
し
、
枠
内

に
は
此
れ
を
二
道
に
統
合
し
た
竜
の
を
記
入
し
た
。
従
っ
て
道
は
十

三
に
整
理
せ
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
爾
後
の
考
察
も
此
の
方
法
に
従

ふ
予
定
で
あ
る
。
尚
京
畿
・
都
畿
は
点
訳
の
為
め
に
特
設
せ
ら
れ
た

別
格
的
な
道
で
、
道
下
の
州
数
は
六
と
二
と
の
少
数
で
あ
る
が
、
京

兆
。
河
南
の
両
府
は
共
に
帝
京
と
し
て
工
十
県
の
多
数
を
領
し
、
戸

数
も
三
十
万
と
二
十
万
と
の
多
数
を
擁
し
て
み
た
特
殊
な
州
で
あ
っ

た
。
第
二
に
、
江
南
と
嶺
南
と
に
は
戸
数
の
み
挙
げ
て
口
…
数
の
な
い

所
が
あ
り
、
此
の
戸
数
を
屯
加
算
し
た
の
が
括
弧
内
の
数
字
で
あ
る
。

第
三
に
、
此
の
表
は
三
百
余
州
、
八
百
数
十
万
戸
、
五
愚
筆
万
口
の

莫
大
な
数
字
を
転
写
累
算
し
て
作
製
し
た
の
で
、
そ
の
間
に
若
干
の

誤
り
な
き
を
保
し
得
な
い
竜
の
で
あ
る
。
依
拠
史
料
に
散
逸
や
誤
伝

の
あ
る
こ
と
を
併
せ
考
へ
る
と
、
此
の
表
の
精
密
度
は
可
成
り
低
め

ら
れ
て
み
る
恐
れ
が
あ
る
が
、
現
在
の
所
、
地
域
的
考
察
の
唯
一
の

具
体
的
資
料
と
し
て
最
も
重
要
視
す
無
き
も
の
で
あ
る
。

　
表
の
全
国
統
計
総
戸
数
は
、
戸
口
数
両
存
の
州
の
み
に
就
い
て
云

へ
ば
八
百
五
十
九
万
余
、
戸
数
の
み
伝
存
の
州
を
加
ふ
れ
ば
八
百
七

十
四
万
余
と
な
る
が
、
別
に
天
宝
元
年
の
戸
部
計
帳
総
戸
数
と
し
て

伝
へ
ら
れ
て
る
る
の
は
八
百
五
十
二
万
余
で
、
右
両
数
字
の
何
れ
と

も
一
致
し
な
い
。
誤
伝
・
誤
算
に
よ
る
喰
違
ひ
で
あ
ら
う
が
、
戸
口

両
播
州
の
み
の
総
計
が
所
伝
の
総
戸
数
に
近
く
、
僅
か
に
七
万
余

（
○
・
○
八
％
強
）
の
誤
差
に
す
ぎ
な
い
の
は
、
当
時
の
戸
部
計
帳
管

戸
の
計
箕
が
戸
数
の
み
の
州
を
除
外
し
て
み
た
の
で
は
な
い
か
と
の

推
想
を
抱
か
せ
る
と
共
に
、
表
の
精
密
度
が
決
し
て
恐
れ
ら
れ
る
程

に
低
く
は
な
い
こ
と
も
知
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
天
宝
元
年
は
唐
の
建
国
か
ら
百
二
十
余
年
を
経
、
英
主
玄
宗
の
治

世
三
十
年
目
に
当
り
、
唐
朝
の
国
威
が
最
も
耀
い
て
み
た
時
で
、
然

も
そ
の
十
三
年
後
に
は
安
禄
山
の
大
乱
が
勃
発
し
て
忽
ち
国
威
を
失

．
指
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
此
の
表
が
唐
朝
全
盛
期
の
も
の
で
、
そ
こ

に
大
唐
の
建
鼠
以
来
の
経
世
策
が
充
分
反
映
し
て
み
る
で
あ
ら
う
こ

と
は
容
易
に
察
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
・
以
下
、
右
の
統
計
蓑
に
よ
り

唐
朝
全
盛
期
の
計
帳
戸
口
の
大
勢
を
考
察
す
る
。
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大唐商用元年の戸口統計の地ゴ戴的考察（属野）

二
、
道
捌
踊
戸
口
率

　
先
づ
最
初
に
取
上
げ
た
い
の
は
戸
口
率
の
問
題
で
あ
る
。
先
斗
の

戸
口
数
表
に
よ
っ
て
回
船
平
均
戸
口
率
を
算
出
し
、
又
道
下
一
州
の

最
高
最
低
両
戸
月
計
を
も
検
出
し
て
蓑
示
す
れ
ば
下
の
如
く
で
あ
る
。

表
の
全
国
平
均
戸
口
率
五
・
九
弱
は
同
じ
此
の
年
の
戸
部
計
帳
戸
ロ

数
と
し
て
伝
へ
ら
れ
て
る
る
も
の
か
ら
算
証
せ
ら
れ
る
戸
口
率
五
・

　
　
④

酒
蔵
に
比
し
て
稽
肉
大
き
く
、
此
所
に
も
誤
差
が
見
ら
れ
て
表
の
精

密
性
欠
除
を
示
し
て
み
る
が
、
大
勢
を
知
る
参
考
資
料
と
し
て
活
用

す
る
に
差
支
へ
る
ほ
ど
で
あ
る
と
は
思
ば
れ
な
い
。
全
国
の
平
均
戸

口
率
五
・
九
の
基
本
線
に
対
し
、
二
道
の
平
均
率
は
最
高
六
・
九
か

ら
豊
取
低
ご
一
・
山
肌
迄
、
殆
ん
ど
一
一
倍
…
に
近
い
開
き
を
以
て
し
去
丁
に
大
・
き

な
差
を
有
し
、
道
平
均
が
必
ず
し
も
一
様
に
全
国
的
基
本
線
に
接
近

し
て
み
な
い
の
は
注
蔑
す
．
珂
き
問
題
で
あ
る
。
か
う
し
た
道
別
戸
口

率
の
中
差
が
家
族
制
度
の
地
域
的
著
差
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
も
の

で
あ
る
か
、
そ
れ
と
竜
無
関
係
な
も
の
で
あ
る
か
、
此
の
点
が
問
題

の
焦
点
と
な
る
。
所
で
戸
口
率
の
著
差
は
諸
道
間
よ
り
屯
諸
州
間
に

於
い
て
更
に
甚
し
く
現
れ
て
み
る
。
道
の
戸
口
率
は
道
内
の
多
数
の

州
を
平
均
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
州
に
比
し
て
道
の
率
差
が
縮
少

道別戸ロ率
ミ可　路野中：葺ミi道

　　　　　　　　　
南内餐鋒畿｝名

山嶺剣朧山黙釜関准河江三河涯河
　　　　　　　　京　　　　　　都
西常葉右東中三内南東東回薄西　北
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強弱強弱1均
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六
・
九
二

六
・
四
強

六
・
一
弱

六
・
○
強

五
・
九
強

五
・
八
強

五
・
七
弱

点
・
五
弱

四
・
七
二

圏
・
四
強

四
・
四
周

三
・
八
弱

三
・
六
弱
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弱強弱強｝州

132765413　12　11　10　9　8

最
低
却
…

五
・
四
強

三
・
九
強
　
…

三
・
二
弱
　
、

三
・
二
弱

一
八
・
四
強

（
八
・
薫
強
）

p
八
・
九
強

　
七
・
六
弱

　
八
・
三
石

　
穴
・
六
強

　
七
・
○
弱

　
八
・
二
強

　
七
・
五
強

　
六
・
四
強

．
「
○
・
四
強

　
六
・
才
華

　
七
・
二
強
　
．

　
五
・
九
強

全
　
　
国
　
　
五
・
九
弱

備
　
　
考

τ
・
・
四
強

三
・
五
二

四
・
二
弱

三
・
二
弱

二
・
二
強

二
・
五
三

五
・
○
弱

年
・
二
弱

四
・
四
弱

三
・
八
二

二
・
六
強

一
・
二
弱

一
・
五
弱

二
・
七
粥

一
・
工
弱

■
河
北
の
最
高
楽
深
州
）
は
過
大
の
疑
ひ
が
あ
り
・

　
第
二
位
（
考
課
）
を
添
示
し
た

2
　
江
繭
の
澱
高
州
（
第
三
）
は
新
旧
志
の
闇
に
大
差

　
が
あ
る
の
で
？
を
付
し
た
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し
て
来
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
常
識
的
に
到
底
考

へ
ら
れ
な
い
一
か
日
・
二
人
の
最
低
か
ら
最
高
十
人
余
の
州
に
至
る

迄
、
そ
の
開
き
の
余
り
に
も
大
き
い
の
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
諸

道
問
の
戸
口
率
の
著
差
は
か
う
し
た
諸
州
間
の
更
に
甚
し
い
面
差
に

よ
っ
て
生
じ
て
み
る
の
で
あ
る
か
ら
、
両
看
は
聯
関
的
に
考
究
せ
ら

る
聴
き
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
手
順
は
道
の
下
部
構
成
単
位
た
る
州
よ

り
推
進
し
て
行
く
高
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
翻
っ
て
先
表
に
よ
り
諸
州

兵
戸
口
率
の
著
差
を
仔
細
に
検
討
す
る
に
、
少
く
と
馬
次
の
五
点
が

注
意
せ
ら
れ
る
。

　
先
づ
第
一
に
、
著
差
は
全
国
的
な
比
較
を
倹
つ
迄
も
な
く
、
同
じ

道
内
に
於
い
て
認
め
ら
れ
る
。
例
へ
ば
平
均
戸
口
率
四
・
四
の
高
瀬

道
の
最
高
は
六
・
九
、
最
低
は
、
一
・
二
、
平
均
三
・
八
の
嶺
爾
道

の
最
高
は
七
・
二
、
最
低
は
一
・
五
で
、
共
に
五
倍
前
後
の
開
き
を

有
し
、
そ
の
他
も
灘
南
・
驕
中
・
山
南
東
の
三
道
を
除
く
外
は
二
倍

以
上
の
開
き
を
有
し
て
み
る
。

　
第
二
に
、
此
の
著
差
は
隣
接
す
る
州
の
間
に
於
い
て
さ
へ
屡
々
現

れ
て
み
る
。
そ
の
例
は
表
に
出
て
み
な
い
の
で
補
足
す
る
と
、
例
へ

ば
劔
南
道
に
於
い
て
連
接
し
℃
み
た
合
・
龍
・
普
・
二
等
四
州
の
戸

口
率
は
そ
れ
ぞ
れ
一
・
二
、
一
・
四
、
二
・
九
、
四
・
0
で
、
何
れ

も
低
率
で
あ
る
が
三
倍
以
上
の
開
き
が
あ
P
、
又
請
北
道
の
貝
・
衛

二
州
は
八
・
三
と
五
・
九
と
で
、
共
に
高
率
乍
ら
二
・
四
の
大
き
な

開
き
が
あ
り
、
他
道
に
就
い
て
も
同
様
の
例
は
少
く
な
い
。
寧
ろ
隣

州
同
率
の
例
が
殆
ん
ど
な
い
状
態
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
各
道
最
低
州
の
戸
口
率
は
准
南
の
五
・
0
、
難
中
の
四
・

四
、
江
西
の
四
・
二
を
除
く
外
、
他
の
十
道
は
悉
く
常
識
を
外
れ
た

四
以
下
で
、
中
に
は
劔
南
の
一
・
二
、
嶺
南
の
一
・
五
の
如
き
理
解

し
難
い
州
さ
へ
あ
る
。
　
｝
・
二
は
合
州
で
、
六
六
、
八
一
四
戸
対
七

七
、
一
ご
一
〇
口
、
　
一
　
・
五
は
羅
脳
州
で
、
五
、
・
四
⊥
ハ
∩
X
戸
対
「
八
・
四
一

〇
口
と
な
っ
て
み
る
が
、
数
千
重
は
数
万
に
及
ぶ
一
州
の
戸
数
が
平

均
一
・
五
人
以
下
の
家
族
で
あ
っ
た
と
は
現
実
的
に
到
底
考
へ
ら
れ

な
い
。
か
か
る
統
計
率
は
統
計
が
扱
っ
た
戸
の
実
体
よ
り
も
統
計
そ

の
も
の
の
内
容
を
疑
は
し
め
る
に
足
る
。

　
第
四
に
、
各
道
の
最
高
州
の
戸
口
率
は
区
々
で
は
あ
る
が
そ
の
比

差
が
割
合
に
少
い
。
独
り
飛
抜
け
た
朧
右
を
除
け
ば
、
八
口
台
が
四

道
、
七
口
台
も
四
道
、
他
の
四
道
は
七
口
未
満
で
あ
る
が
山
南
野
道

の
五
・
九
口
の
外
は
六
口
台
で
あ
る
か
ら
、
最
高
率
は
割
合
近
似
し

て
み
た
と
云
へ
る
。

　
第
五
に
、
平
均
戸
口
率
の
高
い
道
は
概
し
て
最
高
・
最
低
州
の
率
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竜
窪
く
、
平
均
の
低
い
道
は
最
高
・
最
低
州
の
率
も
低
い
傾
向
を
示

し
て
み
る
が
、
然
し
そ
れ
は
傾
向
と
し
て
云
へ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

個
々
に
就
い
て
は
相
当
の
出
入
り
が
あ
り
、
平
均
の
高
い
江
菓
の
最

低
州
が
二
・
二
、
平
均
の
低
い
嶺
幣
の
最
高
が
七
・
二
に
も
達
し
て

み
る
例
さ
へ
あ
る
。
戸
口
率
の
比
差
に
見
ら
れ
る
以
上
の
諸
特
色
は

此
の
比
差
の
由
っ
て
生
じ
た
所
以
を
探
る
有
力
な
手
掛
り
と
な
る
。

　
統
計
に
於
け
る
戸
口
率
の
比
差
は
、
実
際
に
比
差
が
存
在
し
て
み

た
か
、
又
は
実
際
の
比
差
と
は
別
に
統
計
そ
の
も
の
が
杜
撰
、
で
あ
っ

た
か
、
そ
の
何
れ
か
に
由
っ
て
生
じ
た
筈
で
あ
る
。
実
際
に
は
双
方

の
重
複
的
な
も
の
も
あ
り
得
た
わ
け
で
あ
る
が
、
要
素
は
此
の
二
つ

に
絞
ら
れ
る
。
ユ
、
こ
で
此
の
場
合
の
比
差
の
由
来
を
考
へ
る
に
、
上

述
の
五
点
に
達
す
る
そ
の
特
色
か
ら
し
て
、
そ
れ
が
統
計
の
杜
撰
に

よ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
実
際
の
戸
口
率
の
岩
美
の
存
在
と
は
家
族
の
大
小
、
延
い
て
は
家

族
制
度
の
顕
著
な
地
域
的
相
違
の
存
在
を
意
味
す
る
。
気
候
・
風
土
・

物
産
・
民
俗
・
雷
語
そ
の
他
に
著
し
い
差
異
を
有
っ
た
諸
地
域
を
内

包
し
、
後
進
諸
民
族
に
牙
接
す
る
辺
地
か
ら
繁
華
を
誇
る
先
進
の
中

原
に
跨
る
広
大
な
中
国
の
家
族
制
度
が
一
律
に
一
定
型
を
成
し
て
み

た
と
は
速
断
し
難
く
ト
又
そ
の
地
の
経
済
力
が
家
口
数
の
大
小
に
及

ぼ
す
影
響
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
然
し
仮
に
さ
う
し
た
相

違
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ
は
中
国
を
大
き
く
北
・
南
・
奥
支
、

若
し
く
は
中
原
・
辺
境
等
に
分
つ
た
若
盛
に
有
り
得
る
こ
と
で
、
条

件
の
殆
ん
ど
同
じ
隣
接
小
品
区
間
に
は
考
へ
ら
れ
な
い
．
。
所
が
戸
口

率
の
比
差
は
隣
接
の
諸
道
闘
の
み
な
ら
ず
、
小
地
区
た
る
隣
接
諸
州

間
に
於
い
て
屯
一
層
顕
著
に
著
れ
て
お
り
、
比
差
の
諸
因
が
実
際
の

戸
口
比
よ
り
も
統
計
上
の
杜
撰
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
み
る
。

　
戸
口
率
の
比
差
が
実
際
の
家
族
鯛
度
の
地
域
的
差
異
に
由
る
も
の

で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
隣
接
の
州
道
闘
に
漸
獣
的
に
現
れ
、

遠
隔
化
す
る
に
従
っ
て
比
差
を
顕
著
化
し
て
み
た
筈
で
あ
る
。
製
表

を
見
る
に
、
道
の
平
均
率
が
東
北
（
河
北
．
河
南
）
東
南
（
潅
南
．
江

南
東
西
）
に
於
い
て
高
く
、
画
北
（
開
内
・
購
右
）
奥
地
（
肉
南
東
西
・

劒
南
）
や
嶺
南
に
於
い
て
低
く
、
大
地
区
間
に
分
れ
て
共
通
的
傾
向

を
有
し
て
み
る
の
は
、
可
成
り
右
の
条
件
に
近
い
の
で
、
か
う
し
た

大
地
区
關
に
は
或
る
程
度
の
家
族
綱
度
の
網
違
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
の
考
へ
が
生
れ
て
来
る
が
、
然
し
又
各
諸
共
に
そ
の
平
均
戸

口
率
の
大
小
に
拘
ら
ず
、
概
ね
七
以
上
、
少
く
と
も
六
を
越
え
る
高

率
の
州
が
必
ず
含
ま
れ
て
み
て
小
家
族
口
数
が
必
ず
し
も
そ
れ
ら
諸

道
内
の
全
般
的
繋
駕
で
・
な
か
っ
た
こ
と
を
明
証
し
て
み
る
か
ら
、
実
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際
戸
口
率
の
差
を
統
計
戸
口
率
の
差
の
由
因
と
し
て
大
き
く
見
る
こ

と
は
や
は
h
ソ
控
へ
山
な
け
れ
ば
・
な
瀬
り
ぬ
。

　
平
均
四
人
未
満
の
家
族
よ
り
成
る
地
域
社
会
を
中
国
に
想
定
す
る

こ
と
は
常
識
的
に
許
さ
れ
な
い
で
あ
ら
う
。
統
計
戸
口
率
が
実
際
の

声
口
率
を
よ
く
反
映
し
て
み
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
先
表
中

に
は
四
未
満
の
戸
口
率
は
殆
ん
ど
出
て
来
な
い
筈
で
あ
る
。
然
る
に

道
内
最
低
州
の
戸
口
率
は
十
三
道
中
の
十
道
迄
が
四
未
満
で
、
中
に

は
一
・
五
乃
至
そ
れ
以
下
の
も
の
さ
へ
あ
っ
て
、
州
内
全
戸
数
の
過

半
を
独
身
の
一
戸
で
あ
っ
た
と
解
し
な
け
ば
な
ら
ぬ
極
端
な
例
さ
へ

あ
る
の
は
、
此
の
統
計
が
実
際
を
離
れ
た
杜
撰
極
ま
る
州
を
多
く
含

ん
で
み
た
こ
と
を
示
す
。
四
未
満
の
州
は
各
道
理
に
最
低
の
一
州
に

限
ら
れ
て
み
た
の
で
は
な
く
、
他
に
も
並
存
し
、
道
に
よ
っ
て
は
粥
　

し
い
数
に
上
っ
て
み
た
。
道
と
し
て
の
平
均
戸
口
率
に
四
未
満
の
屯

の
が
二
例
も
見
出
さ
れ
る
の
は
、
管
内
諸
州
の
殆
ん
ど
挙
げ
て
杜
撰

な
統
計
し
か
、
作
ら
な
い
道
さ
へ
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
つ
ま
り
戸
口

統
計
は
道
州
に
よ
っ
て
そ
の
杜
撰
さ
に
甚
し
い
耀
違
が
あ
り
、
中
に

は
殆
ん
ど
出
鱈
目
に
近
い
も
の
さ
へ
少
く
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、

道
州
間
に
於
け
る
戸
口
率
の
著
差
等
そ
の
主
因
は
此
所
に
在
っ
た
と

推
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
戸
口
統
計
は
税
役
台
帳
た
る
計
帳
に
依
っ
て
行
は
れ
て
る
た
。
此

の
時
代
の
税
役
は
丁
口
対
象
の
も
の
が
主
で
あ
っ
た
。
百
姓
は
此
れ

を
免
脱
す
る
囲
め
に
先
づ
一
戸
を
挙
げ
て
計
帳
か
ら
隠
漏
…
し
、
著
帳

せ
ら
れ
た
戸
は
戸
内
の
口
を
隠
漏
す
る
こ
と
に
百
法
努
力
し
た
。
統

計
の
杜
撰
は
計
帳
の
杜
撰
を
意
味
し
、
計
帳
の
杜
撰
は
戸
の
隠
漏
、

著
帳
戸
内
の
口
の
脱
漏
…
と
聯
関
し
て
み
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
同
役
の

扶
養
控
除
は
殆
ん
ど
期
待
出
来
ず
、
又
詣
戸
の
有
利
性
も
発
展
し
て

み
な
か
っ
た
当
時
と
し
て
、
戸
口
統
計
の
杜
撰
、
は
統
計
戸
数
及
び
戸

口
率
を
実
際
よ
り
も
低
減
化
せ
し
め
る
方
向
を
と
り
、
逆
に
高
増
せ

し
め
る
こ
と
は
有
り
得
な
か
っ
た
と
云
へ
る
。
平
均
戸
口
比
が
全
国

の
五
・
九
よ
り
低
い
道
州
は
、
そ
れ
が
低
．
い
ほ
ど
大
体
に
於
い
て
統

計
が
杜
撰
で
あ
っ
た
と
云
ふ
穿
き
で
、
さ
う
し
た
道
州
に
於
い
て
は

戸
口
率
（
漏
口
）
の
み
な
ら
ず
、
実
在
戸
数
に
対
す
る
統
計
戸
数
の

率
（
漏
戸
）
も
成
績
が
悪
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
又
架
空
人
員
の
付
込

み
が
考
へ
難
い
以
上
、
七
人
を
超
え
る
高
戸
口
率
も
、
誤
伝
と
思
は

れ
る
も
の
は
別
と
し
て
、
必
ず
し
も
事
実
を
上
廻
る
統
計
上
の
み
で

の
高
率
と
見
る
要
は
な
く
、
寧
ろ
当
時
の
計
帳
上
の
家
族
が
平
均
的

に
は
さ
う
し
た
規
模
を
有
し
て
み
た
証
佐
と
見
て
差
支
へ
あ
る
ま
い
。

全
爵
轡
的
に
穏
当
の
漏
口
を
含
み
乍
ら
尚
天
下
の
平
均
戸
口
率
が
五
・
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九
に
も
達
し
て
み
た
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
計
帳
戸
の
実
際
平
均
口
数

は
此
れ
を
上
廻
っ
て
み
た
筈
で
、
先
に
此
れ
を
七
人
前
後
と
推
定
し

⑤た
論
拠
も
此
所
に
立
つ
た
竜
の
で
あ
る
。
諸
道
に
見
出
さ
れ
る
八
を

越
え
る
州
や
、
河
北
の
六
・
九
に
及
ぶ
一
道
平
均
の
戸
口
率
も
強
ち

此
れ
を
否
定
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
但
し
統
計
上
の
戸
は
籍
帳
上

に
於
い
て
一
戸
と
せ
ら
れ
て
る
た
も
の
で
、
敦
煤
出
土
の
戸
籍
か
ら

推
せ
ば
二
或
は
三
世
帯
に
分
ち
得
る
戸
が
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
推
定

実
際
戸
口
率
約
七
に
対
し
、
統
計
戸
口
率
の
低
い
も
の
は
そ
れ
だ
け

粗
漏
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
実
際
に
は
大
し
た
差
異
の
な
か
っ
た
筈
の
隣
接
諸
道
州
間
の
戸
口

率
が
統
計
上
で
顕
著
な
差
を
示
し
て
み
る
の
は
、
道
州
共
に
そ
の
統

計
に
極
め
て
粗
漫
な
も
の
と
比
較
的
厳
格
な
も
の
と
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
。
此
の
厳
漫
の
相
違
が
そ
の
道
州
長
官
の
方
針
に
影
響
せ
ら

れ
て
る
た
こ
と
は
紛
れ
な
い
に
し
て
も
、
只
彼
等
の
方
寸
に
よ
っ
て

の
み
決
せ
ら
れ
て
み
た
と
は
見
難
い
。
天
窯
時
代
の
道
は
中
央
の
統

督
を
受
け
、
州
は
道
の
監
督
を
受
け
、
従
っ
て
道
州
の
長
堤
は
そ
れ

ぞ
れ
古
家
乃
至
道
の
大
方
針
を
体
し
つ
つ
道
州
の
行
政
を
運
営
し
て

み
た
の
で
あ
る
か
ら
、
統
計
の
野
羊
も
、
そ
の
道
州
そ
れ
ぞ
れ
の
事

情
や
長
官
の
個
人
的
性
格
か
ら
割
出
さ
れ
た
方
針
の
外
に
高
次
の
立

場
か
ら
打
出
さ
れ
た
国
や
道
の
方
針
が
大
き
く
織
込
ま
れ
て
決
せ
ら

れ
て
み
た
と
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
徴
税
成
績
に
大
き
く
影
響
す

る
計
帳
の
厳
漫
が
中
央
或
は
道
の
指
示
若
し
く
は
認
許
な
く
し
て
道

州
そ
れ
ぞ
れ
勝
手
に
決
せ
ら
れ
た
筈
は
な
い
。
然
ら
ば
此
の
厳
重
の

最
後
的
決
定
を
与
へ
た
基
準
は
何
に
お
か
れ
て
る
た
か
。
計
帳
に
関

す
る
此
の
問
．
題
の
解
答
は
や
は
り
税
期
制
の
諏
に
求
む
憎
き
で
、
そ

れ
に
は
尚
此
の
統
計
に
関
す
る
他
の
問
題
点
を
検
討
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

三
、
道
溺
［
甥
平
均
戸
数

　
天
下
十
五
道
を
地
域
的
見
地
か
ら
十
三
道
に
直
し
、
上
表
の
戸
口

数
表
に
よ
っ
て
早
道
別
に
一
州
の
平
均
戸
数
を
算
出
し
、
此
の
平
均

戸
数
の
順
位
と
戸
口
率
の
顯
位
と
を
知
る
為
め
に
先
の
道
平
均
戸
口

率
を
併
せ
寵
し
て
表
示
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。
開
元
二
十
八
年

の
全
国
三
百
二
十
八
州
の
県
数
は
一
千
五
百
七
十
三
で
、
一
州
平
均

県
数
は
四
・
八
と
な
る
が
、
京
兆
こ
河
南
の
両
爆
睡
は
共
に
そ
の
四

倍
以
上
に
当
る
二
十
県
を
領
し
、
戸
数
も
全
国
平
均
二
万
七
千
余
に

十
数
倍
乃
至
数
倍
す
る
三
十
六
万
余
と
十
九
万
余
と
を
有
し
て
み
る

の
で
、
此
れ
を
平
均
中
に
突
込
ん
だ
関
内
・
河
南
両
道
の
一
州
平
均
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道
　
　
名

河
　
　
南

（
含
都
議
）中南聡西東南巴内南東西東北

全
　
　
躍

一
州
平
均
戸
数
　
　
平
均
戸
口
率

論ハ

l
、
　
二
山
ハ
（
）

六
一
、
九
七
一

論ハ

黶
A
　
一
鵡
几
二

一二

ﾜ
、
　
｛
ハ
（
）
一
二

三
五
、
〇
二
八

三
二
、
五
四
九

一瓢

宦
A
〇
五
竃

二
山
ハ
、
　
山
ハ
一
二
五

一
八
、
〇
四
七

一
山
ハ
、
　
二
〇
五

　
六
、
九
＝
ハ

　
五
、
　
五
一
二
轟
ハ

　
ニ
、
　
二
山
ハ
四

二
七
、
五
七
三

六
・
一
望

一
、
　
　
　
．
し
琴

一
／
ρ
。
プ
弓

六
・
○
弱

目
・
四
強

五
・
九
二

五
・
八
強

五
・
七
弱

四
・
四
弱

四
・
七
強

三
・
六
三

四
・
四
強

三
・
八
弱

五
・
五
弱

五
・
九
弱

数江
戸

℃凝
牲■1 位

1235－467813　12　11　！0 9一

3142568 12　10　13 9 ！1 7

戸
数
は
帝
京
内
包
に
よ
る
特
殊
な
率
の
上
向
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

表
に
依
る
に
、
十
一
二
道
の
中
、
六
万
戸
台
が
三
道
、
次
は
降
っ
て
三

万
戸
台
が
四
道
と
な
り
、
以
上
七
道
が
全
国
の
平
均
を
越
え
、
あ
と

は
二
万
戸
台
が
一
道
、
一
万
戸
台
が
二
道
と
な
り
、
三
道
が
一
万
戸

未
満
で
、
此
の
六
道
は
全
国
平
均
以
下
で
あ
る
。
此
Q
平
均
戸
数
の

順
位
を
戸
口
率
の
順
位
と
対
照
す
る
に
、
完
全
で
は
な
い
が
頗
る
相

応
じ
て
み
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
戸
数
が
全
園
平
均
を
抜
く

三
万
戸
台
以
上
に
達
し
て
十
三
道
中
の
上
半
位
を
占
め
る
七
道
は
、

戸
口
率
に
於
い
て
も
、
多
少
の
前
後
は
あ
る
が
、
大
体
相
似
た
順
位

を
以
て
上
半
を
占
め
、
且
つ
戸
数
六
万
台
の
第
一
級
三
道
は
戸
口
率

も
全
圏
平
均
を
抜
く
六
以
上
、
一
二
万
台
の
第
二
級
諸
道
は
、
江
西
の

六
・
四
を
除
く
外
、
、
五
・
九
乃
至
五
・
七
で
全
国
平
均
率
に
前
後
し

て
み
る
。
下
半
位
の
六
道
は
上
半
三
三
整
っ
た
対
慈
は
な
い
が
、
劔

南
・
贈
中
二
道
の
三
三
を
除
け
ば
三
々
相
似
允
順
位
と
な
っ
て
み
る
。

此
の
生
な
対
応
関
係
を
遇
然
と
す
る
は
適
解
で
な
く
、
両
者
の
間
に

密
接
な
聯
関
あ
り
と
見
る
可
き
で
あ
る
。

　
道
の
総
戸
数
の
多
少
は
道
の
諏
積
と
住
民
の
密
度
と
に
よ
っ
て
決

定
せ
ら
れ
る
。
同
じ
一
道
と
云
ふ
も
そ
の
広
狭
に
は
甚
し
い
懸
隔
が

あ
っ
た
。
岡
三
に
道
下
の
州
に
も
広
狭
が
あ
り
、
従
っ
て
州
の
戸
数

の
多
少
も
そ
の
瀬
積
と
住
民
の
密
度
と
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
て
る

た
。
統
計
に
加
へ
ら
れ
た
一
道
の
州
数
は
平
均
二
十
四
余
と
な
る
が
、

浪
々
に
見
れ
ば
嶺
南
の
七
十
を
最
多
、
県
南
の
十
二
を
最
少
と
し
て
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区
た
様
々
で
あ
り
、
巻
数
の
多
い
道
は
少
い
道
に
比
し
、
そ
の
割
合

の
ま
ま
で
は
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
面
積
は
概
ね
広
か
っ
た
、
一
蓋
の

こ
と
は
州
の
面
積
が
山
川
草
漠
そ
の
他
の
事
情
で
個
々
の
蓬
を
有
し

乍
ら
も
、
大
観
す
れ
ば
そ
の
闘
に
罷
る
程
度
の
時
代
的
な
基
準
が
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
寧
ろ
道
州
は
戸
口
数
の
増
加
に
従
っ
て
細

分
せ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
様
に
さ
へ
思
は
れ
る
。
州
を
個
々
に
見

れ
ば
三
百
二
十
余
の
閲
に
於
け
る
広
狭
の
差
に
は
相
当
甚
し
い
も
の

が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
平
均
二
十
四
強
の
道
下
諸
島
か
ら
割
出
し
た

一
州
の
平
均
面
積
は
可
成
り
接
近
し
た
も
の
と
な
っ
た
で
あ
ら
う
。

勿
論
、
精
密
に
接
近
し
た
も
の
と
は
云
へ
な
い
が
、
突
飛
な
相
違
の

あ
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
断
言
し
て
差
支
へ
な
い
で
あ
ら
う
。

果
し
て
然
ら
ば
道
内
の
一
州
平
均
戸
数
の
多
少
は
そ
の
道
域
の
人
口

密
度
を
窺
ふ
篭
る
程
度
の
参
考
と
な
る
で
あ
ら
う
。
勿
論
、
全
国
的

に
高
率
の
早
戸
を
有
し
、
且
つ
道
州
に
よ
っ
て
そ
の
取
締
り
に
厳
漫

の
差
の
あ
っ
た
杜
撰
な
計
帳
に
基
く
平
均
戸
数
の
多
少
が
そ
の
ま
ま

密
度
を
示
し
て
み
た
と
見
る
は
許
さ
れ
な
い
が
、
然
し
又
僅
か
に
日

干
余
か
ら
六
万
五
千
に
至
る
平
均
戸
数
の
多
少
が
密
度
と
関
係
な
く

専
ら
面
積
の
広
狭
の
み
に
依
っ
て
み
た
と
見
る
の
は
一
層
許
さ
れ
な

い
。
大
観
し
て
州
の
平
均
統
計
戸
数
の
多
い
道
が
概
し
て
密
度
も
大

き
く
、
そ
の
大
小
を
以
て
密
度
を
詰
る
或
る
程
度
の
指
標
と
な
し
得

る
も
の
と
云
へ
よ
う
。
所
で
道
の
平
均
統
計
戸
口
率
の
大
小
は
此
の

平
均
戸
数
の
大
小
と
略
々
対
応
し
て
み
た
の
で
あ
る
か
ら
、
統
計
戸

口
率
叢
書
住
民
密
度
の
大
き
な
地
域
の
道
に
於
い
て
高
く
、
小
さ
い

地
域
の
道
に
於
い
て
低
か
っ
た
こ
と
と
な
る
。

　
人
口
の
密
度
は
又
そ
の
地
域
の
経
済
と
密
接
な
関
係
を
竜
つ
。
特

殊
な
場
合
も
あ
る
が
、
一
般
的
に
云
っ
て
人
口
密
度
の
大
き
な
地
は

経
済
力
の
大
き
な
発
展
地
で
あ
り
、
密
度
の
小
さ
な
地
は
後
進
未
開

発
地
で
あ
っ
た
と
見
て
大
過
な
い
。
従
っ
て
平
均
戸
口
率
の
大
小
は

そ
の
道
の
経
済
力
の
大
小
に
竜
対
応
し
て
み
た
こ
と
と
な
る
。
事
実
、

先
表
に
示
さ
れ
た
平
均
戸
数
及
び
戸
口
率
の
大
き
な
道
は
、
河
南
・

河
北
・
江
東
・
江
西
・
准
南
乃
至
関
内
・
河
菓
等
、
何
れ
も
先
進
発

展
地
で
あ
り
、
然
も
此
れ
ら
諸
道
内
に
於
い
て
も
辺
境
部
分
に
在
っ

た
経
済
力
の
弱
い
州
は
、
表
に
示
す
如
く
、
戸
数
五
千
台
以
下
、
戸

口
率
四
程
度
以
下
と
な
っ
て
み
て
、
上
述
の
関
係
を
は
っ
き
り
浮
き

出
さ
せ
て
み
る
。
安
史
の
乱
を
期
と
し
て
そ
れ
以
後
の
馬
寮
の
経
済

的
比
重
は
年
々
急
速
に
低
下
し
、
南
支
に
重
心
が
移
っ
て
行
く
が
、

此
の
乱
以
前
に
は
、
既
に
准
漸
江
湖
の
比
重
が
著
し
く
増
大
し
つ
つ

も
、
尚
中
原
と
し
て
歴
史
的
に
最
先
進
地
た
る
北
支
の
経
済
的
比
重

71　（537）



這

北支三道内在七里戸数・戸自率

｝　関 河　　　河

名　

｣
ヨ
陣
一
隊
」
鍾
曽
陣

河
　
北東内

備
　
考

霊夢蔚雲営荊
五
、

三
、

五
、

二
、

二
、

三
一
七

九
九
七

…
穴
九

〇
五
二

一
五
五

〇
〇
穴

三
・
五
弱

三
・
八
弱

二
・
五
玉

四
・
一
強

三
・
二
弱

目
・
七
強

穎
似
の
州
は
尚
あ
る
も
二
例
宛

に
制
限

明
於
体
用
策
」
に
元
和
長
慶
頃
の
「
大
毒
根
本
在
江
准
　
し

を
論
じ
て

ω
　
朧
右
・
鱒
中
・
山
南
巳
還
。
境
痔
畜
薄
貨
殖
所
入
力
不
多
也
。

㈲
　
嶺
南
江
蛮
之
中
。
風
俗
霊
異
。
珍
好
継
至
。
無
大
購
也
。

㊥
河
童
・
河
北
・
河
東
已
降
。
甲
兵
長
漬
。
農
厚
自
任
又
不
及
也
。

⇔
　
江
准
保
全
三
四
響
動
税
転
輸
肩
摩
澱
撃
。
関
中
坐
固
而
根
本
不
動
。

と
述
べ
て
み
る
。
貯
蔵
・
黙
中
・
山
南
方
面
が
地
力
最
も
弱
く
、
嶺

南
方
面
も
珍
異
舶
来
の
地
で
は
あ
る
が
地
力
は
弱
く
、
河
南
・
河
北

・
河
東
方
面
は
藩
鎮
祓
蕊
の
為
め
国
用
に
役
立
た
ず
、
江
崎
が
国
家

旧
蝦
頼
の
財
一
議
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
　
｛
策
｛
購
の
宕
四
二
を
述
べ
（
左
記

が
大
き
く
保
持
せ
ら

れ
、
殊
に
河
北
・
河

南
（
今
の
山
東
を
含
む
）

の
平
原
地
帯
は
経
済

的
要
地
と
し
で
河
東

・
関
内
の
政
治
的
要

地
と
対
応
し
で
る
た
。

『
文
苑
英
華
』
燈

m
遜
譲
の
「
才
識
兼
茂

　
　
　
　
　
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

事
は
頗
る
多
く
、
白
居
易
の
「
除
斐
堪
江
西
観
察
使
舗
」
に
、
　
「
江

西
七
郡
。
爆
口
数
十
。
土
一
人
庶
。
今
一
奥
山
。
財
賦
孔
股
。
国
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

所
繋
」
と
あ
り
、
杜
牧
の
「
二
十
三
三
三
観
察
三
二
御
史
大
夫
鰯
」

に
、
　
「
提
封
七
州
、
其
闘
三
訂
魚
塩
衣
食
半
天
下
」
と
あ
り
、
呂
温

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
「
代
百
寮
賀
放
漸
鹿
茸
賦
蓑
」
に
、
　
「
以
天
下
経
賦
首
於
東
南
」

と
あ
る
等
は
そ
の
数
例
で
あ
る
。
　
『
文
苑
莫
華
』
誰
癩
編
制
・
南
郊

改
元
赦
交
（
長
慶
元
年
正
月
三
日
）
に
、
　
「
其
江
准
諸
道
梁
戸
一
万
已

上
、
税
銭
五
万
轡
ハ
巳
上
。
皆
謂
之
大
県
」
と
あ
る
の
も
江
准
の
雄
富

を
伝
へ
た
も
の
で
あ
る
。
羅
譲
が
最
電
比
論
な
り
と
論
じ
た
朧
右
・

黙
中
・
山
南
の
諸
道
中
で
も
山
南
は
殊
に
貧
弱
で
、
　
『
資
治
通
鑑
』

誰
唐
紀
・
興
元
元
年
三
月
の
条
に

　
山
南
地
薄
民
貧
。
霞
安
史
以
来
。
盗
賊
攻
劇
。
戸
口
減
耗
太
半
。
騰
節
制

　
＋
五
州
騨
群
騨
曲
舳
軸
鹸
．
集
．
悪
様
不
及
中
原
数
量
。

と
あ
る
如
く
（
財
力
の
耗
弱
を
安
史
以
来
の
混
駄
に
困
る
と
あ
る
が
、
乱
の

被
害
は
殆
ん
ど
全
国
酌
に
波
及
し
て
み
た
の
で
あ
る
か
ら
、
根
本
酌
に
は
地

力
の
貧
弱
に
よ
る
）
、
此
の
方
面
か
ら
の
税
収
に
多
き
を
望
む
こ
と
は

出
来
な
か
っ
た
。
以
上
の
諸
記
事
は
何
れ
も
安
史
の
乱
以
後
に
就
い

て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
以
前
の
状
態
も
梢
似
た
も
の
で
あ
っ
た

筈
で
あ
る
。
河
北
・
河
南
は
本
来
中
国
最
大
の
蚕
緕
業
地
・
．
し
し
て
聞
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え
．
農
穀
・
魚
塩
の
利
に
も
恵
ま
れ
た
富
饒
地
で
、
欝
欝
以
後
は
先

掲
羽
冠
の
倭
文
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
国
家
の
財
収
に
寄
与
し

な
か
っ
た
が
、
天
恩
以
前
は
両
都
へ
の
最
短
補
給
要
地
と
し
て
役
立

つ
可
き
地
で
あ
っ
た
。
三
宝
末
以
前
の
大
唐
帝
国
の
財
政
酌
基
盤
は

当
然
河
北
・
河
南
・
溌
南
・
江
南
東
西
等
の
雄
富
地
、
わ
け
て
も
両

都
補
給
に
近
便
な
河
南
・
河
北
に
お
く
可
き
で
あ
り
、
か
く
し
て
こ

そ
国
運
の
隆
昌
を
期
し
得
た
の
で
あ
る
。
逆
に
朧
右
・
山
南
の
如
き

貧
民
地
は
重
税
を
さ
け
て
畏
生
の
安
定
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
遠
隔
未
開
の
嶺
町
は
道
内
官
吏
の
任
用
に
特
別
制
度
を
認
め
て

み
た
外
、
『
六
典
』
誰
戸
部
の
税
役
の
条
に

　
凡
嶺
繭
諸
州
黒
米
者
。
上
戸
鵬
欝
一
石
二
等
。
次
戸
隠
樽
八
斗
。
下
戸
瓢
讐

　
六
斗
。
一
石
竃
バ
狡
ラ
出
戸
。
皆
従
半
影
軽
税
。

と
あ
る
如
く
、
説
綱
も
亦
租
庸
調
と
は
別
の
品
等
差
額
制
を
恥
き
、

従
っ
て
戸
内
口
の
調
査
は
他
道
の
如
く
徴
税
と
深
い
関
係
を
有
た
ず
、

更
に
『
旧
聖
書
』
倦
三
地
理
志
・
序
文
の
十
節
度
使
の
条
に
嶺
南
五

　
　
　
　
　
　
　
ノ

府
経
略
【
使
（
嶺
南
節
度
使
の
前
身
）
　
の
財
源
に
就
き
、
　
「
軽
本
本
鎮
以

自
給
」
と
あ
る
如
く
、
そ
の
白
H
給
自
足
を
道
政
の
原
則
と
し
て
み
た
。

此
の
様
に
財
政
上
最
も
重
要
な
河
南
・
河
北
・
江
上
等
の
雄
富
諸
道

の
戸
口
率
が
何
れ
も
最
亮
位
の
列
に
入
り
、
財
源
地
と
し
て
期
待
せ

ず
、
又
期
待
す
穿
く
も
無
か
っ
た
朧
雲
・
山
南
・
嶺
南
等
の
貧
瘡
諸

道
の
戸
口
率
が
何
れ
も
最
低
位
の
列
に
属
し
て
み
る
事
実
は
、
戸
口

率
の
高
下
が
そ
の
地
方
の
経
済
誌
、
延
い
て
は
国
家
の
財
政
と
極
め

て
深
い
関
係
に
在
っ
た
こ
と
を
認
め
し
め
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。

四
、
道
　
別
　
戸
　
数

　
道
の
戸
数
の
多
少
は
、
住
民
の
密
度
σ
外
に
そ
の
道
域
の
広
狭
に

よ
っ
て
も
大
き
く
支
配
せ
ら
れ
、
然
も
此
の
景
域
に
は
十
二
州
乃
至

七
十
州
の
大
差
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
総
戸
数
の
多
少
を
以
て

直
ち
に
そ
の
地
域
の
発
展
度
や
重
要
度
を
評
定
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
経
済
的
発
展
の
度
合
を
還
る
程
度
標
示
す
る
道
下
一
州
平
均
戸

数
（
密
度
）
を
参
照
し
て
そ
の
道
域
の
重
要
度
を
考
へ
る
必
要
が
あ

る
。
そ
こ
で
此
れ
迄
の
諸
表
を
綜
合
し
、
一
州
平
均
戸
数
の
順
位
に

各
道
を
排
列
し
、
そ
の
判
別
戸
数
を
記
し
、
更
に
平
均
戸
口
率
を
も

配
し
て
表
示
す
る
。
此
の
表
に
よ
っ
て
一
州
平
均
戸
数
が
三
万
以
上

で
全
国
平
均
を
越
し
、
戸
口
率
も
略
解
同
様
の
上
半
位
七
道
迄
を
と

る
と
、
関
内
・
河
東
・
河
北
・
河
南
の
北
支
四
道
と
江
南
東
西
・
潅

南
の
南
支
三
道
と
に
な
り
、
そ
の
重
要
性
の
明
か
な
此
の
七
道
の
戸

数
総
計
は
約
六
百
九
十
互
μ
に
達
し
、
天
下
総
戸
数
八
百
七
十
余
万
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戸
口
統
計
三
子
諸
関
係

道
名
州
数
厚
騨
順
位

鱗全鱒嶺仁山山霧関濫河江江硲河
石…・i輔廼東轟．南璽1墨
　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、括；愛i至署ぎ冗至穴9一老三天5薯穴鷲鼻

山鴫

l
、
莱
O

さ
、
九
七
一

さ
、
一
九
二

豊
、
六
霊

露
五
、
〇
二
八

董
、
三
九

露
O
、
〇
五
二

美
、
三
豊

一八

A
〇
四
七

宍
、
二
豊

六
、
九
一
六

亘
、
陸
島
六

二、

F
四

二七

A
二
一

i235467813　12　11　10 9

平
均
戸
量
墨
飼
執
、
了
型

葺
蕊 ノK

弱　弱

四
西
強 弱

四
壱
強

隙　　王二　麗　　五

四　　七　　八　　九 四　　⊂）　プL

弱弱強強強弱弱弱

寧
九
弱

3
一
、
八
蓋
、
五
六
～

－
　

篇
、
㎜
八
七
、
罵
〇
三

4
　
一
、
一
9
、
四
五
〇

2
　
六
〇
五
、
二
三

5
　
奎
O
、
冠
＝

6
　
究
O
、
五
八
三

7
　
　
　
八
一
七
、
一
九
五

11
@
　
九
㎜
…
三
、
一
葦
五

9
　
　
　
蕊
二
四
、
八
四
四

伯緬

@
　
　
二
七
五
、
四
八
三

10
@
　
一
三
、
四
一
三

η
　
　
　
　
三
八
七
、
購
八
八

8
　
　
　
二
九
、
璽
三

　
八
、
七
四
〇
、
七
二
九

　
（
八
、
置
九
七
、
七
凪
一
）

123768513 9 12　11　10　4

揺
山
内
は
戸
数
の
み
の
州
が
あ
る
道
の
場
合
の
戸
口
両
伝

の
州
数

の
殆
ん
ど
八
割
に
近
い
。
更
に
北
支
四
道
を
と
っ
て
晃
れ
ば
約
四
百

五
十
万
戸
で
、
天
下
総
戸
数
の
五
割
五
分
差
近
く
、
南
支
三
道
は
約

二
百
十
万
戸
で
、
総
戸
数
の
二
割
五
分
に
近
い
。
又
道
戸
数
の
最
も

多
い
河
南
・
河
北
の
二
道
五
十
王
州
の
戸
数
を
計
算
す
る
と
、
約
三

百
三
十
五
万
で
、
総
戸
数
の
四
割
に
近
い
。
統
計
戸
数
を
通
じ
て
見

た
場
合
、
開
元
・
三
宝
時
代
の
唐
の
国
家
的
基
盤
は
河
爾
・
河
北
の

二
道
を
中
心
と
す
る
北
支
点
遵
に
機
か
れ
、
併
せ
て
江
准
三
道
を
重

要
な
支
柱
と
し
て
み
た
こ
と
が
明
か
と
な
る
。
統
計
戸
数
は
税
役
台

帳
た
る
計
帳
上
の
戸
数
で
あ
る
か
ら
、
統
計
戸
数
の
多
大
は
計
帳
戸

数
の
充
実
を
意
味
す
る
。
然
も
此
れ
ら
の
計
帳
戸
数
が
充
実
し
て
み

た
地
域
は
平
均
戸
口
数
の
高
位
に
よ
っ
て
標
示
せ
ら
れ
て
み
る
如
く

経
済
力
の
大
き
な
発
展
地
で
あ
り
、
又
戸
口
率
の
高
位
が
示
す
如
く

戸
数
の
割
A
口
以
上
に
口
…
数
が
多
く
、
従
っ
て
税
役
対
象
た
る
丁
口
も

割
合
多
か
っ
た
筈
の
地
で
も
あ
る
。
唐
の
国
家
的
基
盤
は
正
に
此
れ

．
ら
の
請
道
に
在
り
、
然
竜
そ
の
国
家
に
於
け
る
比
璽
は
戸
数
に
於
い

て
占
め
る
八
割
の
率
を
更
に
上
廻
っ
て
み
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

此
の
七
道
以
外
で
は
総
戸
数
の
一
割
を
越
え
る
九
十
三
万
三
戸
を
有

っ
た
劔
浜
道
が
道
域
竜
広
大
で
稽
和
重
く
見
受
け
ら
れ
る
が
、
戸
口

率
の
低
い
点
は
注
掻
し
て
割
引
き
す
可
き
で
あ
ら
う
。
他
の
五
道
は
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こ
の
戸
数
を
合
し
て
総
戸
数
の
一
割
三
分
程
度
の
百
十
余
万
に
す
ぎ

ず
、
平
均
戸
数
少
く
、
戸
口
率
低
く
、
全
く
論
ず
る
に
足
ら
ぬ
。
殊

に
関
内
道
に
酉
隣
し
て
辺
吐
血
に
重
要
な
地
位
を
占
め
、
瀧
右
．
河

西
・
安
西
・
北
三
等
の
諸
節
度
使
下
に
重
訂
を
配
せ
ら
れ
て
み
た
朧

右
道
の
如
き
は
、
道
下
十
九
州
の
統
計
数
が
合
計
十
二
万
余
で
、
全

道
を
挙
げ
て
河
北
の
一
大
州
（
思
惑
十
五
万
余
．
漁
州
十
二
万
余
）
に
及

ば
ず
、
又
河
北
・
河
南
・
江
東
の
平
均
二
州
分
に
す
ぎ
ず
、
然
も
一

州
平
均
戸
数
・
戸
口
率
爾
に
甚
だ
病
眼
で
、
財
力
的
に
は
問
題
に
な

ら
ぬ
地
で
あ
っ
た
。
玄
宗
治
世
下
の
盛
唐
が
安
禄
山
に
河
北
を
奪
は

れ
河
南
を
犯
さ
れ
る
や
忽
ち
興
亡
の
岐
路
に
追
ひ
込
ま
れ
た
の
は
河

北
・
河
南
の
重
要
性
か
ら
当
然
で
あ
り
、
苦
心
の
末
漸
く
再
起
し
得

た
の
は
張
巡
・
許
遠
の
奮
闘
で
江
潅
が
・
唐
朝
に
保
た
れ
た
か
ら
で
あ

り
、
安
史
の
乱
に
衰
弱
し
た
唐
が
忙
中
よ
り
宝
応
・
広
徳
・
貞
元
に

か
け
て
縫
次
に
わ
た
る
吐
蕃
の
追
討
的
攻
略
に
よ
っ
て
醗
右
全
道
を

喪
ひ
、
そ
の
為
め
に
西
よ
り
す
る
脅
威
に
絶
え
ず
戦
き
乍
ら
も
、
経

国
の
面
に
は
さ
ほ
ど
困
窮
し
て
み
な
い
の
は
、
国
力
の
源
泉
と
し
て

朧
右
道
の
有
し
て
み
た
比
重
が
正
に
九
牛
の
一
毛
の
如
く
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

五
、
戸
部
計
帳
と
剛
県
籍
帳

　
戸
口
統
計
の
依
拠
資
料
と
せ
ら
れ
た
計
帳
は
手
捕
と
共
に
毎
年
三

嘆
に
作
ら
れ
、
又
此
の
手
実
・
計
帳
に
基
い
て
三
年
毎
に
戸
籍
が
作

ら
れ
、
か
く
て
出
来
上
っ
た
計
帳
・
戸
籍
は
共
に
県
・
州
及
び
尚
書

省
（
戸
部
）
に
留
巧
し
て
お
く
定
め
で
あ
っ
た
。
作
製
の
日
【
的
や
そ

の
性
格
を
異
に
す
る
計
帳
と
戸
籍
と
の
記
載
事
項
に
異
同
の
あ
っ
た

の
は
当
然
で
あ
り
、
又
三
年
一
造
と
一
年
一
造
と
か
ら
来
る
記
載
の

有
無
異
同
も
あ
っ
た
筈
で
あ
る
が
、
然
し
計
帳
を
基
礎
に
し
て
戸
籍

が
作
ら
れ
る
定
め
で
あ
っ
た
以
上
、
両
者
の
間
に
共
通
の
記
載
事
項

が
あ
り
、
そ
の
記
入
内
容
は
互
に
喰
違
ひ
の
な
い
様
に
調
整
せ
ら
れ

て
る
た
筈
で
あ
る
。
つ
ま
り
計
帳
と
戸
籍
…
と
は
ユ
、
れ
グ
、
れ
同
じ
内
容

の
も
の
が
県
・
州
と
中
央
と
に
備
…
へ
ら
れ
、
籍
…
鶴
野
の
共
通
記
載
事

項
は
喰
違
ひ
の
あ
り
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
中
央
の
施

政
は
地
方
の
各
州
県
か
ら
集
送
せ
ら
れ
る
計
帳
・
戸
籍
を
基
礎
に
し

て
立
達
せ
ら
れ
た
わ
け
で
、
全
国
の
全
盛
統
計
や
課
丁
統
計
が
戸
部

に
よ
っ
て
詳
細
に
計
出
せ
ら
れ
て
み
る
の
は
、
町
て
れ
が
施
政
の
基
礎

資
料
と
し
て
絶
対
に
必
要
一
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
州

や
県
の
地
方
行
政
に
於
い
て
も
同
様
で
、
そ
の
基
礎
資
料
は
や
は
り
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敦
燈
出
土
無
音
六
載
民
家
日
表

戸
主
名

程
智
意

程
大
章

程
思
楚

筆
大
慶

程
什
住

曹
洗
礼

右
八
等
戸

合
　
　
計

総家
数口五五プu八三穴

八
六

杜
慎
奉

唱
豊
新
…

陰
承
光

曹
懐
璃
…

口
紅
明
．

程
仁
貞

徐
庭
芝
、

令
狐
仙
尚
．

女

子

妻
妾
寡
　
中
　
小
　
黄
　
計

一一

@
〇
　
置

壁
二
　
〇
　
一

七
　
一
　
二

　
（
－
）

二
　
〇
　
二

四
　
〇
　
四

一
　
一
一
　
三

　
（
1
）

λ
　
三
二

　
（
2
）

四
　
三

六
　
〇

一
　
二

～
　
〇

一
　
一

三
　
〇

六
　
一
六

（
巳
」

二六九九八六七菰

oO漏oo一一〇
。瓢。一。ニー
二黛五三繍mh　nd四

。。。〇二。“二

プて」　　（＝）　　Elig　　三三　　　ブτ」　　四

男
　
　
・
　
子

六
〇

疹
し
嘔

　
八

　
五
…

…
四
．

　
六
・

・
七
．
・

七．

丁
　
中
　
老
　
小
　
黄
　
計

　
（
1
）

一（

Q
）
（
1
）

…r
㎜
＝
　
　
二

…（

Q
×
2
）

i2

四一一一蕊一一

“一〇〇〇〇
〇
　
一

〇
　
二

　
（
1
）

O
　
O

O
　
一

　
（
1
）

一
　
二

　
（
1
）

〇
　
一

ooo三〇〇〇〇
五七七六四五八

ooo－〇ニー三　　　　　　Aoooooo　ol－　　　　　　v
oo－o－ooo 一

　
七

（
3
）

　
黛（

2
）

　
一

　
〇

　
〇

　
　

　
一（

1
）

　
一

　
〇

。○ A『。二。。．Oi馴。〇二二｛。
・六一二二

戸
部
保
管
の
も
の
と
同
内
容
の
州
県
保
管
の
計
帳
・
芦
籍
に

よ
る
可
き
筈
の
も
の
で
あ
っ
た
。
所
が
戸
部
保
管
の
籍
帳
と

同
じ
内
容
の
籍
野
州
が
県
に
も
保
管
せ
ら
れ
て
る
た
こ
と
は

紛
れ
な
い
に
し
て
も
、
州
県
の
実
際
の
行
政
が
専
ら
此
の
籍

帳
の
み
に
依
っ
て
運
営
せ
ら
れ
て
る
た
と
は
解
し
難
い
史
料

が
存
在
し
、
州
県
に
は
中
央
に
提
出
す
る
十
年
と
同
じ
内
容

の
も
の
の
外
に
、
そ
れ
と
は
全
く
別
の
も
の
が
作
ら
れ
て
お

り
、
寧
ろ
そ
れ
が
地
方
行
政
の
墓
礎
資
料
と
せ
ら
れ
て
る
た

の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
を
抱
か
し
め
る
。
い
は
ば
中
央
へ

の
提
出
用
と
地
方
州
県
用
と
の
二
重
一
一
の
使
用
が
疑
は
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
さ
う
し
た
二
重
制
の
由
因
は
詳
細
に
考
究

す
可
き
問
題
で
あ
る
に
し
て
も
、
二
重
帳
簿
の
う
ち
真
実
性

を
よ
り
多
く
有
し
て
み
た
の
が
州
県
用
で
あ
る
こ
と
は
、
中

央
提
出
用
の
も
の
が
公
式
用
で
あ
る
の
に
対
し
、
州
県
胴
は

州
県
の
自
家
用
と
も
云
う
置
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
容

易
に
推
想
せ
ら
れ
る
。
以
下
州
県
用
別
途
帳
簿
の
存
在
を
想

は
し
め
る
若
干
の
史
料
を
予
示
考
噂
す
る
。

　
　
先
づ
第
一
の
有
力
史
料
は
敦
煙
（
三
州
）
方
面
出
土
の

唐
紅
戸
籍
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
問
年
度
の
も
の
と
し
て
特
に
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九八　倉右
　　　　九等

総i等
計　i計戸

戸
口
率

備
　
　
考

六
二
　
臨

茜
八
　
謹

饗
δ
、
六
｛
　
七
λ

括
弧
内
は
死
亡
者
数
を
示
す

　
九
　
一
薫
　
　
五
　
王

畿
　
四
〇
　
一
瓢
　
　
九

（
2
）

　
　
　
八
等
戸

　
　
　
九
等
戸

噛
霧
）
…

函
．

　
七
　
一
　
一
一
　
七
　
一

…
…
（
1
）
．
…
．
区
3
）
」
」
．

一八

@
　
三
　
　
箪
　
一
四
　
　
六

ハ
魁
×
β
）
旨
一
鼠
絡
）
．
…
」

七

数
の
多
い
財
宝
六
甲
籍
十
九
戸
か
ら
体
裁
完
備
の
十
四
戸
を
取
り
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

し
、
そ
の
家
口
関
係
を
表
示
す
れ
ば
右
の
如
く
で
あ
る
。
八
等
戸
の

平
均
戸
口
率
は
一
四
・
七
、
九
等
戸
は
七
・
八
、
通
算
し
て
一
〇
・
六

と
な
る
。
勿
論
、
僅
か
十
四
戸
の
平
均
を
以
て
一
州
一
葦
を
推
す
わ

け
に
は
行
か
な
い
が
、
先
に
あ
げ
た
諸
道
州
の
平
均
を
遙
か
に
越
し
、

又
全
国
最
高
州
の
平
均
よ
り
も
大
き
く
、
此
の
地
方
の
戸
籍
上
の
一

戸
が
決
し
て
小
家
族
で
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
ふ
参
考
に
は
な
る
。
所

で
戸
部
計
帳
に
依
っ
た
天
宝
元
年
の
沙
州
の
戸
数
は
四
、
二
六
五
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

口
数
は
一
六
、
二
五
〇
で
、
戸
口
率
は
僅
か
に
三
・
八
に
す
ぎ
な
い
。

又
此
の
奥
州
を
含
む
朧
竃
馬
十
九
州
の
平
均
戸
口
率
は
黒
表
に
明
か

な
如
く
四
・
四
で
あ
る
。
此
れ
を
先
の
十
四
戸
の
戸
籍
の
平
均
戸
口
率

た
る
一
〇
・
六
と
対
比
す
る
に
、
そ
の
開
き
は
余
り
に
大
で
あ
る
。
凹

凹（
4
）

謡（
湿
）

れ
を
十
四
戸
の
出
土
再
’
籍
が
た
ま
た
ま
大
家
族
の
み
の
集
り

で
あ
っ
た
為
め
と
解
す
る
の
は
必
ず
し
も
適
解
と
は
云
へ
な

い
様
で
あ
る
。
そ
れ
は
天
物
六
三
籍
以
外
の
出
土
戸
籍
も
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

ね
大
同
小
異
の
大
家
族
と
な
っ
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。
然
ら

ば
此
の
大
き
な
開
き
は
如
何
に
解
す
可
き
で
あ
ら
う
か
。
此

所
に
州
県
が
中
央
に
提
出
す
る
計
帳
・
戸
籍
の
外
に
そ
れ
と

は
別
の
よ
り
詳
細
な
籍
帳
を
そ
の
州
県
用
と
し
て
用
意
し
て

み
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
想
を
抱
か
せ
る
一
根
拠
が
見
出
さ
れ
る
。

中
央
に
提
出
せ
ら
れ
る
敷
幅
が
事
実
と
大
き
く
懸
け
離
れ
た
杜
撰
な

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
此
れ
迄
に
述
べ
た
戸
口
率
や
そ
の
他
の
点
か

ら
明
か
な
所
で
あ
る
が
、
中
央
提
鐵
用
が
此
の
様
に
杜
撰
な
竜
の
で

あ
っ
た
以
上
、
地
方
末
端
行
政
の
直
接
責
任
冠
た
る
州
県
が
そ
の
管

下
の
実
情
を
把
握
し
て
行
く
澄
め
の
精
細
な
籍
…
帳
を
別
途
に
備
有
す

る
必
要
の
あ
っ
た
こ
と
は
当
然
考
へ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
沙
州
の
計

帳
戸
口
率
が
僅
か
に
三
・
八
な
る
に
対
し
、
出
土
戸
籍
の
平
均
戸
口

率
が
一
〇
以
上
に
も
達
し
、
中
央
提
出
の
籍
帳
よ
り
も
遙
か
に
詳
細

で
あ
る
の
は
、
此
れ
が
州
・
県
何
れ
か
の
州
・
食
用
戸
籍
と
し
て
別

に
作
ら
れ
て
み
た
も
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
を
抱
か
し
め
る
。
但

し
此
の
州
県
嗣
の
も
の
に
謝
る
か
と
疑
は
れ
る
出
土
戸
籍
さ
へ
も
決
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し
て
精
確
性
の
大
き
な
も
の
で
は
な
く
、
男
子
を
主
と
す
る
漏
口
や

偽
死
に
よ
る
家
系
の
隠
匿
、
男
性
を
女
性
と
す
る
偽
性
軍
籍
…
、
男
性

を
中
心
と
す
る
年
齢
の
偽
年
越
、
租
庸
調
そ
の
他
の
税
役
を
免
脱
す

る
蔑
め
の
色
女
な
偽
購
に
充
ち
満
ち
て
み
る
。
先
掲
家
口
答
の
男
女

比
が
八
等
戸
は
十
九
人
対
八
十
人
（
四
分
一
弱
）
、
九
等
戸
は
十
四
人

対
四
十
四
人
（
三
分
闇
弱
）
、
通
計
し
て
三
十
三
人
対
百
二
十
四
人
（
四

分
一
強
）
、
と
云
ふ
極
め
て
不
自
然
な
割
合
を
示
し
て
み
る
の
は
、
出

土
戸
籍
が
如
何
に
偽
購
に
蔽
は
れ
た
屯
の
で
あ
る
か
を
顕
著
に
露
呈

し
て
み
る
一
例
で
あ
る
。
此
の
出
土
戸
籍
よ
り
更
に
粗
略
杜
撰
で
あ

っ
た
と
推
測
せ
ら
れ
る
中
央
提
出
の
計
帳
が
如
何
に
頼
り
な
い
も
の

で
あ
っ
た
か
は
思
ひ
半
ば
に
す
ぎ
る
で
あ
ら
う
。

　
計
帳
の
杜
撰
は
単
に
計
帳
に
取
上
げ
ら
れ
た
戸
の
記
載
の
粗
略
偽

事
と
し
て
表
れ
て
み
た
だ
け
で
な
く
、
更
に
計
帳
・
戸
籍
外
に
漏
脱

し
て
税
役
の
免
脱
を
は
か
る
所
謂
漏
戸
の
検
括
皇
籍
に
就
い
て
も
顕

著
で
あ
っ
た
筈
で
、
そ
の
結
果
と
し
て
推
定
千
五
百
万
を
越
え
る
実

在
最
戸
に
対
す
る
統
計
土
戸
が
唐
初
に
は
僅
か
に
三
百
万
前
後
、
天

宝
元
年
に
於
い
て
さ
へ
八
百
五
十
余
万
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
は
先

に
詳
論
し
た
如
く
で
あ
る
。
漏
戸
に
は
全
然
官
の
籍
帳
か
ら
免
れ
て

み
る
者
の
外
に
税
役
を
負
担
し
な
い
客
戸
の
中
に
偽
附
し
て
み
る
者

も
少
く
な
か
っ
た
、
中
央
に
提
出
せ
ら
れ
る
計
帳
∵
戸
籍
が
税
役
を

負
担
す
る
風
戸
に
限
ら
れ
、
難
事
は
す
べ
て
除
外
せ
ら
れ
て
み
た
こ

と
、
此
の
客
戸
を
収
名
し
て
そ
の
籍
帳
を
具
へ
て
る
た
の
は
末
端
の

累
（
後
ち
に
は
州
も
関
与
）
で
あ
っ
た
こ
と
等
は
先
に
述
べ
た
所
で
あ

る
が
、
此
の
県
（
州
）
に
収
賄
せ
ら
れ
た
客
戸
の
中
に
偽
註
し
て
み

る
土
工
に
就
い
て
県
は
根
当
そ
の
実
状
を
把
握
し
て
ゐ
乍
ら
、
此
れ

を
正
し
く
土
戸
に
編
附
し
て
計
帳
・
戸
籍
に
組
入
れ
る
こ
と
を
敢
て

し
な
か
っ
た
。
　
『
文
苑
英
華
』
睡
橘
所
収
の
御
芳
の
食
貨
論
に

　
鮭
。
人
逃
役
者
多
浮
認
識
葛
生
。
県
収
被
羽
。
謂
之
客
戸
。
雑
於
居
人
潔
。

　
駐

　
十
二
一
突
。

と
て
税
役
免
脱
を
は
か
る
者
が
計
帳
（
従
っ
て
戸
籍
）
か
ら
除
外
せ
ら

れ
る
客
戸
の
中
に
偽
潜
し
、
県
は
客
年
の
名
籍
を
収
め
て
み
な
が
ら

そ
の
奥
戸
を
上
戸
に
編
附
す
る
の
は
一
二
割
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
あ

る
。
有
産
の
客
戸
は
そ
の
州
漿
に
正
式
に
附
籍
す
れ
ば
土
戸
と
な
り
、

又
此
れ
を
正
し
く
土
戸
と
し
て
計
帳
・
戸
籍
に
上
し
税
役
を
負
担
せ

し
む
可
き
で
あ
っ
た
。
有
名
な
宇
渾
融
の
平
戸
は
か
か
る
有
産
客
戸

の
検
括
土
戸
々
を
強
力
に
断
行
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
開
元
九
年
、

此
の
括
戸
が
開
始
せ
ら
れ
る
や
忽
ち
八
十
万
の
馨
戸
を
得
て
土
戸
の

大
増
加
を
見
た
。
此
の
成
果
が
県
に
収
涌
せ
ら
れ
て
る
る
客
戸
の
帳
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簿
を
手
掛
り
と
し
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
極
め
て
明
か
で
、

従
来
何
の
手
掛
り
も
な
く
し
て
か
か
る
速
効
を
あ
げ
た
と
は
考
へ
難

い
。
か
く
括
戸
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
渇
し
い
土
戸
が
そ
れ
迄
客
戸
の

ま
ま
に
羅
か
れ
て
る
た
の
は
、
県
州
が
敢
て
此
れ
を
土
戸
に
し
な
か

っ
た
為
め
で
、
そ
れ
だ
け
中
央
に
提
出
せ
ら
れ
る
計
帳
・
戸
籍
上
の

戸
口
数
が
実
際
よ
り
少
く
な
っ
て
み
た
わ
け
で
あ
る
。
か
う
し
た
州

県
の
態
度
は
そ
の
管
内
に
於
け
る
漏
戸
漏
口
の
検
括
附
籍
に
対
す
る

正
し
い
努
力
を
も
疑
は
し
め
る
に
足
る
。
つ
ま
り
中
央
に
提
出
せ
ら

れ
る
計
帳
・
戸
籍
上
の
戸
口
の
外
に
、
州
県
内
に
は
尚
彩
し
い
漏
戸
・

．
早
口
や
駅
戸
偽
潜
の
土
戸
が
あ
り
、
…
州
県
は
或
る
程
度
迄
此
れ
を
収

隠
し
て
罵
り
乍
ら
、
　
そ
れ
を
州
県
内
部
の
籍
帳
に
止
め
、
　
敢
て
計

帳
・
戸
籍
に
上
す
こ
と
を
し
な
か
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
帳
籍
に
は
戸
毎
に
そ
の
所
有
田
地
の
筆
数
・
年
額
が
記
入
せ
ら
れ

て
る
た
が
、
此
の
田
地
の
記
入
も
頗
る
粗
漏
で
、
記
入
漏
れ
の
隠
田

や
熟
田
で
あ
り
乍
ら
荒
田
と
し
て
記
入
せ
ら
れ
た
も
の
が
多
く
あ
り
、

資
産
の
隠
匿
方
法
と
し
て
此
れ
が
相
当
盛
ん
に
行
は
れ
て
る
た
。
括

戸
政
策
と
し
て
知
ら
れ
て
み
る
宇
文
融
の
隠
漏
検
括
は
実
は
戸
の
み

に
止
ら
ず
、
隠
丁
や
隠
田
・
偽
荒
田
等
の
検
括
を
竜
併
せ
て
強
力
に

推
進
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
所
で
此
の
隠
田
や
偽
荒
の
熟
田
は
或
る

程
度
迄
や
は
9
州
県
に
掌
握
せ
ら
れ
て
［
贋
た
。
然
も
州
県
は
此
れ
を

州
県
の
収
掌
に
止
め
、
敢
て
計
帳
∵
戸
纂
に
上
さ
な
か
っ
た
様
で
あ

る
。
宇
文
勢
の
検
量
の
手
掛
り
が
此
の
州
累
の
帳
籍
に
あ
っ
た
こ
と

は
括
戸
の
場
台
と
同
様
で
あ
っ
た
と
解
せ
ら
れ
る
。
但
し
州
県
の
収

掌
す
る
田
籍
と
錐
も
野
望
し
い
隠
田
．
や
偽
荒
田
を
残
し
て
み
た
こ
と

云
ふ
迄
も
な
い
。
検
田
は
地
税
増
収
の
為
め
の
み
な
ら
ず
、
瀬
戸
を

黒
戸
に
編
附
す
る
条
件
と
し
て
答
戸
の
有
産
確
認
の
上
か
ら
も
必
要
、

で
あ
っ
た
。
然
し
検
挙
は
戸
口
問
題
と
些
か
離
れ
て
来
る
の
で
此
所

で
は
割
愛
し
、
只
田
籍
が
此
の
様
に
粗
漏
で
魑
し
い
隠
田
を
兇
逃
し

て
み
た
以
上
、
各
戸
の
所
有
田
地
の
四
聖
が
玉
帳
の
上
で
必
ず
し
も

連
接
し
な
く
な
る
の
は
当
然
で
、
籍
鍵
田
畝
の
不
連
接
に
対
し
、
隠

田
を
抜
き
に
し
た
他
の
面
か
ら
の
み
説
明
を
加
へ
よ
う
と
す
る
努
力

は
必
ず
し
も
史
実
を
別
挟
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
一
言
し
て
お
く
。

　
以
上
を
要
す
る
に
、
戸
部
及
び
州
県
に
具
備
せ
ら
れ
る
計
帳
は

県
・
州
が
作
成
し
て
み
た
公
式
の
籍
帳
で
あ
る
が
、
州
県
に
は
別
に

州
県
の
籍
帳
が
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
収
掌
せ
ら
れ
て
る
る
戸
口

や
田
畝
は
公
式
の
籍
帳
よ
り
も
詳
し
か
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
公
式
の
籍
帳
と
州
県
用
の
籍
帳
と
は
共
に
隠
漏
の
甚
し
い
粗
漏

な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
両
者
を
対
比
す
れ
ば
公
式
籍
帳
の
糧
漏
は
更
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に
甚
し
く
、
先
述
の
如
く
、
道
州
に
よ
っ
て
は
二
月
一
人
半
程
度
の

非
常
識
な
戸
口
率
を
示
す
計
帳
さ
へ
作
ら
れ
て
み
た
の
で
あ
る
。
町

代
の
州
に
は
実
行
簿
と
空
行
簿
と
が
備
へ
ら
れ
て
る
た
。
実
行
簿
は

上
よ
り
課
せ
ら
れ
る
税
役
の
資
料
と
し
て
州
が
公
式
に
提
出
し
て
み

た
帳
簿
で
あ
り
、
空
行
簿
と
は
州
が
そ
れ
と
は
別
に
自
家
用
の
州
政

資
料
と
し
て
み
た
帳
簿
で
あ
る
。
か
う
し
た
二
重
帳
簿
制
は
宋
代
に

入
っ
て
突
然
考
へ
つ
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
計
帳
戸
籍
と
州
県
用

籍
帳
と
し
て
恐
ら
く
霊
代
に
既
に
現
れ
て
お
り
、
長
く
行
政
上
の
慣

行
と
な
っ
て
み
た
も
の
で
あ
ら
う
。

ゐハ

A
　
冒
ノ
弧
統
國
計
と
訊
幌
役
制

　
霊
宝
元
年
の
戸
口
統
計
を
地
域
的
に
見
た
場
合
、
政
治
的
・
財
政

酌
に
重
要
な
経
済
的
先
進
地
ほ
ど
そ
の
調
査
が
厳
密
に
行
は
れ
、
逆

に
未
開
貧
園
地
ほ
ど
粗
漫
に
扱
は
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
諸
道
州
の

戸
口
率
に
大
差
を
生
じ
、
前
者
に
高
く
、
後
者
に
低
く
な
っ
て
み
た

こ
と
が
そ
の
最
大
の
特
色
で
あ
っ
た
。
戸
口
統
計
は
計
帳
に
よ
っ
て

行
は
れ
、
そ
の
計
帳
は
州
県
に
よ
っ
て
作
製
提
出
せ
ら
れ
、
更
に
此

の
計
帳
の
内
容
は
州
県
が
別
に
自
家
用
と
し
て
有
す
る
籍
帳
よ
り
屯

殊
更
に
粗
略
に
記
さ
れ
て
み
た
の
で
あ
る
か
ら
、
戸
口
率
の
著
し
い

差
異
の
轟
仔
在
は
計
帳
の
作
製
方
針
が
道
州
に
よ
っ
て
甚
し
い
厳
漫
の

差
を
有
し
て
み
た
こ
と
を
示
す
。
此
の
厳
達
の
差
は
国
家
の
全
体
的

立
場
と
道
州
の
局
地
的
立
場
と
の
調
節
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
み
た
も

の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
戸
口
率
の
大
小
が
各
道
州
各
様
で
複

雑
に
入
り
乱
れ
、
そ
の
間
に
逓
則
的
な
率
の
段
階
や
地
区
分
け
が
見

出
さ
れ
な
な
い
の
は
、
そ
れ
が
一
定
の
法
令
的
規
準
に
依
っ
て
で
は

無
く
、
運
営
上
の
適
宜
裁
量
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
み
た
こ
と
を
察

知
せ
し
め
る
。
然
ら
ば
此
の
裁
量
を
行
ふ
最
大
の
判
定
要
素
は
何
に

お
か
れ
て
る
た
か
が
問
題
と
な
る
。
過
去
の
実
績
や
疇
代
的
推
移
等

が
大
き
く
参
酌
せ
ら
れ
て
る
た
こ
と
は
当
然
考
へ
ら
れ
る
所
で
あ
る

が
、
尚
よ
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
戸
口
率
の
低
小
、
即
ち
漏
口

の
甚
し
い
計
帳
の
裏
に
は
戸
の
隠
遊
…
の
甚
し
さ
も
伴
っ
て
み
た
わ
け

、
で
、
か
う
し
た
計
帳
に
於
け
る
戸
口
の
隠
漏
は
、
根
本
的
に
は
民
戸

の
税
役
免
脱
を
は
か
る
執
拗
な
戸
口
隠
隠
策
に
由
る
が
、
直
接
的
に

は
州
県
の
中
央
へ
の
報
告
胴
戸
口
数
の
湖
減
策
に
由
っ
て
み
た
の
で

あ
る
か
ら
、
計
帳
戸
口
率
の
考
察
は
此
の
州
県
の
潮
減
策
に
重
点
を

絞
っ
て
推
進
す
生
き
で
あ
る
。

　
戸
口
検
括
の
厳
密
、
計
帳
の
精
確
を
期
す
る
は
、
国
家
に
取
っ
て

不
可
欠
の
要
務
で
あ
り
、
又
そ
の
当
然
努
力
す
誘
き
責
務
で
も
あ
る
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大旛天引元年の芦Fl統灘の地域的考察（口野）

が
、
同
時
に
そ
れ
は
全
国
諸
道
州
に
対
し
一
律
公
正
に
行
ふ
解
き
も

の
で
あ
．
る
。
然
る
に
そ
れ
が
厳
漫
の
甚
し
い
差
を
有
し
て
み
た
の
で

あ
る
か
ら
、
た
と
へ
重
課
を
結
果
す
る
厳
密
計
帳
は
富
裕
地
域
に
、

反
対
の
粗
漫
計
帳
は
貧
癖
地
域
に
対
し
て
配
慮
せ
ら
れ
て
る
た
に
し

て
も
、
決
し
て
公
正
な
国
務
の
遂
行
で
あ
っ
た
と
は
云
ひ
得
な
い
。

か
う
し
た
富
裕
地
域
の
厳
密
・
貧
清
地
域
の
粗
漫
に
対
す
る
理
由
と

し
て
、
唐
朝
は
最
終
的
に
は
全
国
的
な
厳
密
正
碓
化
を
意
図
し
つ
つ

も
、
そ
の
当
然
の
手
順
と
し
て
先
づ
富
裕
な
重
要
財
源
地
よ
り
初
め

て
貧
下
地
に
及
ぼ
さ
ん
と
し
、
天
宝
元
年
当
時
は
此
の
富
裕
地
の
処

置
が
漸
く
片
附
…
き
、
島
隠
地
に
は
未
だ
及
び
得
な
い
段
階
に
在
っ
た

為
め
で
は
な
い
か
と
の
推
測
が
一
応
生
れ
て
来
る
が
、
か
う
し
た
経

過
的
段
階
と
見
る
解
釈
は
、
天
宝
元
年
が
建
国
か
ら
既
に
百
二
十
年

を
経
過
し
、
且
つ
玄
宗
の
長
年
に
わ
た
る
積
極
政
治
の
晩
年
期
に
属

す
る
大
唐
隆
昌
の
究
極
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
到
底
容
さ
る

、
短
く
も
な
い
。
戸
口
率
に
標
示
せ
ら
れ
る
各
道
州
計
帳
の
厳
漫
は
寧

ろ
唐
が
そ
れ
を
目
標
と
し
て
長
ら
く
努
力
し
た
結
果
到
達
し
た
成
果

で
あ
り
、
そ
の
上
に
極
盛
時
代
を
築
き
上
げ
た
も
の
と
見
る
可
き
で

あ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
唐
朝
は
何
故
に
厳
漫
の
差
を
認
め
、
道
州
の

戸
口
削
減
報
告
を
受
け
容
れ
て
み
た
の
か
と
云
ふ
疑
問
が
生
れ
る
。

計
帳
が
租
税
台
帳
と
し
て
卜
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
以
上
、
此
の
厳

漫
政
策
の
所
以
も
当
然
税
役
鰯
の
薗
か
ら
解
明
す
珍
き
で
あ
る
。

　
此
の
時
代
の
税
役
制
は
、
先
づ
第
一
に
丁
対
象
・
固
定
均
額
賦
課

の
租
庸
調
が
あ
り
、
次
に
戸
産
の
大
小
を
考
慮
は
す
る
が
丁
対
象
た

る
丘
ハ
役
・
色
役
や
差
役
が
あ
り
、
第
三
が
戸
産
対
応
の
戸
隠
や
差
科

が
あ
り
、
田
畝
対
象
の
地
税
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
丁
対
象
・
均
額
賦

課
の
税
役
を
中
心
と
し
て
曝
露
対
応
の
税
が
添
へ
ら
れ
て
る
た
わ
け

で
あ
る
。
此
の
課
税
原
則
は
均
田
規
定
と
の
聯
関
に
於
い
て
定
め
わ

れ
た
の
で
あ
ら
う
が
、
実
際
に
は
均
田
は
空
文
規
定
に
終
始
し
現
実

の
支
配
的
土
地
関
係
に
は
影
響
し
て
み
な
か
っ
た
。
担
税
戸
た
る
土

戸
の
現
実
曲
な
土
地
所
有
は
数
度
畝
よ
ゆ
数
十
百
頃
に
至
る
迄
各
戸

各
様
で
、
そ
の
生
産
も
地
方
に
よ
り
田
に
依
っ
て
著
差
が
あ
っ
た
。

唐
初
以
来
戸
等
制
が
設
け
ら
れ
、
土
産
を
資
産
の
大
小
に
よ
っ
て
九

等
に
分
っ
て
る
た
の
も
、
“
か
か
る
現
実
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
丁
対
象
・
均
額
賦
課
の
税
役
制
が
罠
戸
に
与
へ
る
負
担
は
相
対

的
な
意
味
で
愚
者
に
軽
く
貧
者
に
重
か
っ
た
。
均
田
制
な
き
均
額
課

税
は
担
税
力
と
担
税
額
と
の
均
衡
を
根
本
か
ら
無
視
し
た
も
の
で
、

い
は
ば
益
富
翻
貧
、
流
民
誘
発
の
一
大
作
用
を
発
揮
す
る
。
高
専
の

山
事
に
貧
r
の
構
調
を
免
除
す
る
規
定
が
設
け
わ
れ
、
降
っ
て
玄
宗

81　（5A－7）



時
代
に
は
租
庸
免
除
の
規
定
が
あ
り
、
天
測
五
年
に
一
議
十
人
の
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

用
限
度
が
三
十
人
に
拡
大
せ
ら
れ
て
る
る
の
は
、
丁
対
象
・
均
額
賦

課
の
税
役
制
が
有
つ
此
の
様
な
欠
陥
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
ら
・
り
が
、

さ
う
し
た
一
部
少
数
の
免
除
者
を
除
く
他
の
者
の
不
均
衡
は
如
何
と

竜
出
来
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
此
の
様
な
欠
陥
に
苦
し
む
貧
丁
は

貧
鋳
の
地
ほ
ど
多
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
国
家
的
社
会
的
見
地
か
ら
此

の
欠
陥
を
そ
の
ま
ま
に
放
任
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
、
そ
の

根
本
的
対
策
と
し
て
は
税
欄
の
改
革
以
外
に
な
い
が
、
そ
れ
が
困
難

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
税
役
徴
収
の
実
際
運
営
の
面
で
調
整
し
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
丁
対
象
・
算
額
賦
課
の
下
役
制
に
於
い
て
は
担
税
力
と
担
税
額
と

の
不
均
衡
を
準
々
の
丁
男
を
対
象
に
調
節
し
て
行
く
途
は
な
い
。
然

し
集
団
対
象
に
よ
っ
て
調
節
す
る
こ
と
は
必
ず
し
竜
不
可
能
で
な
い
。

即
ち
貧
弱
な
道
州
よ
り
徴
収
す
る
税
役
の
負
担
総
額
を
、
そ
の
道
州

内
の
実
在
丁
男
総
数
か
ら
割
出
さ
れ
る
税
役
の
総
額
よ
り
少
く
決
定

し
、
そ
の
差
額
を
そ
の
道
州
内
に
於
い
て
適
宜
に
貧
丁
の
減
額
に
活

用
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
か
う
し
た
調
整
の
操
作
に
は
二
つ

の
方
法
が
考
へ
き
り
れ
る
。
第
一
は
計
帳
を
一
律
に
厳
正
に
劇
製
作
せ
し

め
た
上
で
、
登
録
せ
ら
れ
た
…
戸
口
…
数
を
道
州
の
貧
度
に
応
じ
て
割
引

く
方
法
、
第
二
は
二
戸
が
執
拗
に
狂
奔
す
ワ
9
1
隠
戸
漏
口
の
検
括
や
州

県
の
削
減
報
告
に
対
す
る
引
締
め
を
そ
の
道
州
の
貧
度
に
応
じ
て
寛

漫
に
扱
ふ
方
法
で
あ
る
。
隠
漏
戸
口
の
検
括
厳
行
は
必
ず
土
戸
の
強

烈
な
抵
抗
を
受
け
て
政
治
的
波
瀾
に
迄
発
展
し
勝
ち
で
あ
っ
た
。
従

っ
て
第
二
の
調
整
方
法
に
よ
る
の
が
無
難
で
あ
り
実
際
的
で
も
あ
っ

た
。
そ
こ
で
窟
饒
な
道
州
に
は
厳
密
な
計
帳
を
求
め
、
五
清
の
道
州

に
は
そ
れ
歯
応
の
粗
漫
な
削
減
計
帳
を
認
め
、
そ
の
結
果
、
欝
裕
な

道
州
は
戸
口
多
く
率
屯
高
く
、
貧
瘡
な
道
州
は
戸
口
少
く
率
竜
低
い

統
計
現
象
が
現
れ
て
み
た
も
の
と
解
ぜ
ら
れ
る
。
所
で
此
所
に
問
題

と
な
る
の
は
諸
道
州
の
貧
富
を
何
に
よ
っ
て
ど
の
様
に
判
定
す
る
か

と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
此
の
判
定
の
要
素
と
な
っ
た
の
は
恐
ら
く
先

に
述
べ
た
そ
の
道
州
の
過
去
の
実
績
と
新
に
加
は
は
っ
た
情
勢
の
変

化
と
で
あ
ら
う
。
又
そ
の
道
州
長
官
の
手
腕
や
個
人
的
性
格
等
竜
影

響
を
与
へ
て
る
た
で
あ
ら
う
．
管
内
の
税
役
を
軽
減
す
る
は
良
吏
と

し
て
称
讃
せ
ら
れ
、
税
役
の
収
入
を
増
大
す
る
は
官
吏
栄
進
の
道
と

せ
ら
れ
、
長
官
が
そ
の
何
れ
を
え
ら
ぶ
か
は
そ
の
道
州
の
税
役
負
担

額
に
直
ち
に
影
響
し
、
延
い
て
は
戸
口
数
や
戸
口
率
を
高
下
せ
し
め

る
一
因
を
な
し
て
み
た
と
思
は
れ
る
。

　
丁
対
象
・
固
定
儀
範
賦
課
の
税
役
制
に
於
い
て
は
国
家
の
歳
入
は
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戸
丁
数
の
多
少
に
よ
っ
て
自
動
的
に
決
り
、
歳
出
は
此
れ
に
応
じ
て

調
節
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
所
謂
量
令
制
出
の
財
政
で
あ
る
。
国
家

の
夕
露
が
少
く
抑
へ
ら
れ
国
画
の
負
挺
を
軽
く
し
て
み
る
際
は
戸
丁

の
検
括
を
寛
に
し
て
隠
漏
を
大
目
に
見
過
す
こ
と
が
出
来
る
。
貞
観

の
治
を
謳
は
れ
た
太
宗
の
治
世
が
計
帳
戸
数
僅
か
に
三
百
万
前
後
に

す
ぎ
な
か
っ
た
の
は
、
税
額
負
担
の
軽
か
っ
た
こ
と
を
示
し
、
そ
れ

が
治
世
を
謳
歌
せ
ら
れ
た
所
以
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
辺
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

に
常
備
の
大
軍
を
配
し
、
や
が
て
所
謂
十
節
度
使
の
発
展
を
見
た
高

宗
の
晩
年
か
ら
玄
宗
の
治
世
に
か
け
て
統
計
戸
口
数
が
漸
増
の
一
途

を
辿
り
、
殊
に
武
威
を
輝
か
し
た
玄
宗
の
治
世
に
宇
・
悪
癖
の
括
並
等

が
行
は
れ
統
計
戸
口
数
が
激
増
し
て
み
る
の
は
、
歳
出
の
増
加
に
見

合
ふ
増
収
の
為
め
そ
れ
迄
大
葬
に
見
過
さ
れ
た
隠
漏
蟻
溝
の
戸
を
概

括
し
て
計
帳
戸
口
の
増
大
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示

す
。
此
の
計
帳
戸
口
数
の
増
大
が
主
と
し
て
経
済
力
の
大
き
な
道
州

に
求
め
ら
れ
た
こ
と
は
必
然
で
あ
る
が
、
か
う
し
た
国
家
の
動
乱
要

請
に
際
し
、
そ
の
道
州
の
長
官
が
ど
う
反
応
し
て
行
く
か
、
そ
の
個

人
的
な
考
へ
が
そ
の
道
州
の
経
済
誌
の
白
縮
と
併
せ
て
そ
の
道
州
の

戸
口
率
に
大
き
く
影
響
し
て
み
た
と
考
へ
ら
れ
る
。

隠
鼠
戸
丁
や
偽
蝶
蝶
戸
の
容
認
が
そ
の
道
州
民
の
担
税
額
調
節
の
国

家
政
策
に
連
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
放
任
は
一
見
鉱
主

政
治
の
弛
廃
の
如
く
見
え
る
と
し
て
竜
、
そ
の
実
は
そ
れ
が
時
人
の

常
識
を
越
え
な
い
限
り
寧
ろ
地
方
行
政
の
常
道
と
せ
ら
れ
て
る
た
も

の
で
あ
り
、
此
の
常
道
を
破
り
自
己
栄
進
の
為
め
に
戸
口
の
増
抵
を

強
行
す
る
考
が
却
っ
て
酷
吏
と
評
さ
れ
た
所
以
が
自
ら
理
解
せ
ら
れ

る
。
但
し
計
帳
の
削
減
報
告
が
容
認
せ
ら
れ
た
趣
旨
を
生
か
し
て
行

く
薄
め
に
は
豪
猶
の
隠
漏
を
検
心
し
、
貧
弱
の
小
倉
を
見
逃
す
可
き

で
あ
る
。
所
が
実
際
に
は
そ
れ
が
逆
で
あ
っ
た
。
豪
猪
の
検
括
は
彼

等
の
反
抗
が
強
く
、
請
托
も
行
届
い
て
み
た
の
に
対
し
、
貧
弱
が
か

か
る
力
を
有
た
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
　
『
文
苑
英
華
』
講
㎜
所
収

の
「
申
並
幅
屈
判
」
に

　
或
進
退
丁
戸
等
色
。
壁
掛
請
求
。
琳
課
徴
科
賦
役
．
差
点
兵
防
。
無
銭
則

　
貧
弱
先
度
。
有
意
則
富
強
獲
免
。
有
馬
豪
強
容
其
請
造
。
或
酒
食
交
往
。

　
或
妻
子
墨
壷
。
仮
託
恩
威
公
行
侵
暴
。
凡
如
此
。
云
云
。

と
あ
る
は
琶
豪
闊
歩
、
貧
民
被
徴
の
様
を
述
べ
た
一
例
で
あ
る
。
又

同
じ
貧
弱
の
徒
も
豪
民
と
結
ん
だ
者
は
免
れ
、
然
ら
ざ
る
者
は
擬
せ

ら
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
。
　
『
陳
白
玉
文
集
』
凧
上
菊
川
安
危
事
三
条
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

第
二
に

　
今
諸
州
逃
走
戸
籍
三
万
余
。
在
蓬
・
渠
・
果
・
合
・
遂
等
州
山
林
之
中
。
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不
属
州
県
。
土
豪
大
族
附
隠
掌
記
。
徴
敷
駈
込
。
沖
上
州
県
長
官
与
使
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優

　
設
法
大
招
此
戸
。
麟
其
三
万
戸
穂
賦
即
可
富
国

と
あ
る
は
そ
の
一
例
証
で
あ
る
。
か
く
て
貧
弱
救
済
の
趣
旨
か
ら
容

認
せ
ら
れ
て
る
た
検
括
の
裕
り
は
却
っ
て
豪
渓
の
乗
ず
る
隙
と
な
り
、

逆
に
貧
弱
は
そ
の
穴
埋
め
の
負
担
を
負
は
さ
れ
て
み
た
の
で
あ
る
。

此
れ
は
流
民
対
策
の
上
か
ら
竜
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
此
の
豪
猪

と
結
托
す
る
か
、
そ
れ
と
も
断
呼
糾
弾
す
る
か
が
酷
吏
と
良
吏
と
を

別
つ
一
要
素
と
せ
ら
れ
、
当
時
の
史
伝
が
暴
言
弾
圧
を
以
て
地
方
官

の
材
を
示
す
一
蓋
に
充
て
て
み
る
所
以
が
自
ら
理
解
せ
ら
れ
る
。
北

辺
の
軍
備
が
強
化
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
対
応
し
て
計
帳
戸
口
の
激
増
し

た
則
天
武
后
の
頃
か
ら
貧
戸
流
昆
の
問
題
が
頓
に
離
し
く
な
っ
て
み

る
の
も
、
検
括
の
強
化
と
そ
れ
が
貧
戸
に
綴
寄
せ
せ
ら
れ
た
為
め
と

見
る
を
得
よ
う
。
又
玄
宗
の
括
戸
徹
底
が
河
北
方
面
に
甚
し
か
っ
た

こ
と
は
河
北
の
戸
口
率
が
繁
二
位
か
ら
飛
出
て
高
率
を
以
て
天
下
第

一
位
を
示
し
て
み
る
こ
と
か
ら
卸
せ
ら
れ
、
此
の
玄
宗
の
河
北
に
対

す
る
搾
取
強
化
の
反
擾
が
此
の
地
を
根
拠
と
し
た
安
史
の
乱
の
活
力

と
結
び
つ
け
て
考
へ
ら
れ
る
。
脳
天
宝
以
前
に
於
け
る
大
き
な
聞
題

で
戸
口
率
の
面
か
ら
関
聯
的
に
説
明
の
出
来
る
竜
の
が
少
く
な
い
が

省
略
す
る
。
最
後
に
、
中
央
に
戸
口
削
減
の
計
帳
を
提
出
し
た
州
県

が
別
に
慮
家
領
の
よ
り
詳
細
な
籍
帳
を
有
し
て
み
た
理
由
で
あ
る
が
、

此
れ
は
中
央
か
ら
の
臨
時
の
重
税
た
る
差
科
差
役
や
丘
ハ
募
の
供
出
に

応
じ
、
又
自
己
の
行
政
費
を
裕
か
に
し
、
併
せ
て
私
腹
培
養
に
便
す

る
等
の
為
め
に
州
県
の
含
み
財
源
を
確
保
し
て
お
か
ん
と
し
た
も
の

の
様
で
あ
る
。
但
し
そ
の
詳
考
は
紙
幅
の
関
係
上
、
更
め
て
補
足
す

る
こ
と
と
す
る
Q

①
『
重
松
教
授
古
稀
紀
念
九
大
東
洋
史
論
叢
』
所
収
。

②
　
　
隅
旧
唐
書
血
重
三
地
理
志
、
　
『
新
唐
書
』
謄
三
地
理
志
の
各
序
文
。

　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

③
倶
し
『
資
治
通
園
』
噸
〇
了
然
紀
・
禁
雲
二
年
置
条
に
は

　
　
時
津
使
按
察
十
道
。
聖
者
以
山
野
所
部
闊
遠
。
乃
分
路
東
西
道
。
分
賦

　
　
右
為
河
藤
道
。

　
と
あ
る
。

④
　
該
①
の
論
交
参
照
。

⑤
　
同
前
。

⑥
『
肉
氏
長
長
集
』
遷
二
所
堰
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ノ

⑦
『
仁
川
文
集
』
聡
一
所
収
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

⑧
『
交
苑
三
二
』
謄
畑
所
収
。

⑨
　
　
『
祉
瓜
鳳
経
溶
田
崩
入
愚
ず
』
　
二
一
巻
五
・
山
ハ
A
孤
韓
円
万
所
載
の
紬
馴
稿
、
　
「
玄
心
駅
時

　
代
を
中
心
と
し
て
見
た
る
唐
代
北
強
電
田
地
域
の
八
・
九
章
等
戸
に
就
い

　
て
」
よ
り
引
載
。

⑩
　

『
新
庸
書
』
地
理
志
の
数
字
に
よ
る
。

⑪
　
例
え
ば
大
津
四
年
の
八
等
戸
一
、
九
等
戸
三
、
計
四
戸
の
口
数
は
二
七

　
で
、
　
一
戸
平
均
約
七
口
と
な
る
。

　
⑫
　

『
法
制
史
研
究
』
8
所
載
の
拙
稿
「
二
代
課
丁
の
庸
調
免
除
と
租
庸
免

　
除
」
参
照
。
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’Latin　Fac　thers　and　the　medieval　Christians　regarded　the　Epitome　of

Trogus’　work　by　Justinus　as　the　most　authoritative　bool〈　of　secular

’history．　Thus　Greel〈　image　of　world－history　has　been　naturally　ac一

・cepted　by　medieval　ac　nd　modern　Europeac　n　historiac　ns．

Regional　Study　of　Census－taking　in　the　First

　　　　Year　of　Ta．t’α㎎一t’ien．Pao（大唐天爵）

by

Kaizabur6　Hino

　　According　to　the　census．taking圭n　the且rst　year　of　t’ien－pαo（天宝）

・of　7りang　（唐）　（742），　great　difference　can　be　found　in　the　population

rate　by　Tao　（道）’　the　highest　administrative　district，　and　greater

difference　by　Chou　O・ID　；　for　example，　the　average　of　a　Chou　Oi］D

came　up　to　even　120　a　house；this　did　not　inean　the　greatness　of　a

family　but　the　incorrect　investigation　of　the　census　by　the　tax－book

which　was　made　the　political　consideration　by　Tao（道）and　Chou

（“・ID　authorities　to　adjust　the　difference　of　tax　burden　for　each　class，

light　to　the　rich　and　heavy　to　the　poor．　．
　　More　accura宅e　Tsi－chang（籍帳）which　the　authorities　of　Chou－hs“an

（州県）made　for　their　own　use，　to　say　nothing　of　Chi－chαng（計帳），・

listed　even　far　less　than　real　population．

Administrative　Structure　of　Shzt．han（蜀魂）

by

NaoSada　Kan　o

　　OMcials　from　I－chou（益州）could　hardly　be　found　in　the　higher　ofifi一

．cialdom　in　Shu－han（蜀1莫）but　those　from　Chi－chou（荊州）played　a

most　active　part　in　it．　iMost　of　offLcials，　concerned　with　Shang－slnt

（尚書）as　a　core　of　Shlt－han（蜀漢）’s　po1三tical　system，　and　especially

the　highest　official，　appointed　to　Ch’eng－sian（丞相），　Ta－se一”za（大司馬）

or　Ta－chiang－chztn（大将軍）with　Lu－shang－shu－shih（録尚書事）and

Lin8－i－chou－tz’zt－skih（領益州刺史）were　nOt　natiVeS；cOntrarily，　rnOSt

of　natives　from　f－chou（益州）were　apPointed　to　subordinate　coun－

try－officicals　whose　surname　just　coincided　with　the　list　oi　great

．sumame　in　Elieα一yang－lezto－chih（華陽国志）cornpiled　in　the　Chin（晋）

（616）


